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期　　日 行　　　　　事
2017年 ４ 月24日 センター運営会議
2017年 ５ 月29日 センター運営会議
2017年 ６ 月26日 センター運営会議
2017年 ７ 月19日 部局評価総長ヒアリング
2017年 ７ 月31日 センター運営会議





2018年 １ 月29日 センター運営会議





2018年 ２ 月26日 センター運営会議
2018年 ３ 月26日 センター運営会議
2017年度行事表
－ 3 －
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総合的自己評価
















































































































































































































高倉教授は、東シベリアの気候変動についての文理融合研究について『Global Warming and 













ロシア科学アカデミー森林生態生産研究センターと Research on CO2 Reduction System by the Huge 


































































リング）の社会的側面である。Wibeck et al. 2017（Climatic Change）では、世界で初めて、気候工学
に関する４カ国のフォーカスグループインタビューの比較を行った。その結果、どの国でも、市民が
あらかじめ気候工学に関する知見を持っていなくとも、十分に熟議ができることなどが明らかになっ
た。Sugiyama et al. 2017（Climatic Change）では、気候工学を実施した際に大きな影響を受ける地




とを明らかにした。４篇目は Sugiyama et al. 2017 （Sustainability Science）である。同論文は、超学
際科学の方法論に則り、気候工学について、これから研究していくべき重要な研究課題を日本のステー
クホルダーと研究者が協働で抽出した活動を報告したものである。同論文は Sustainability Science 誌





“ 汚染物質 ” も迫る！」という内容の中で紹介された。また、地元ＴＶ局の東北放送は自社ホームペー
ジから本データベースにリンクを張り（http://www.1260.jp/bl/tbc-weather/air_envir/）、毎日発信
している。　大規模森林火災の管理による二酸化炭素削減構想については、モスクワ大学とロシア科
学アカデミー森林生態生産研究センター（旧国際森林研究素）と Research on CO2 Reduction System 




































セッションを実施した。2017年11月に台湾の中央研究院人文社会科学研究中心で IPSAS Lecture 
Series に登壇し、“The Political Role of the People’s Court in Authoritarian Regime Resilience” と題す
る研究報告を行った。また2018年２月の日露ワークショップで ”’Rule of Law’ in Authoritarianizm : 
the Chinese Communist Party’s Leadership and the Revision of the Environmental Protection Law in 









活動報告.indd   15 2018/11/28   13:58:31
自然科学では、生態学や地質学の分野で活発な研究活動が行われた。鹿野准教授は、宮城県北部
の平地に位置する浅い富栄養湖、伊豆沼湖で魚類、無脊椎動物やエビ類の餌資源や食物網構造につ
























































氏　名 職　名 担当開始日 研究科名 専　攻　名 講　座　名
寺山　恭輔 教　授　 H12.4.1 文学研究科 歴史科学 比較文化史学
辻森　　樹 教　授 H27.9.1 理学研究科 地　　学 ―
平野　直人 准教授　 H21.6.1 理学研究科 地　　学 ―
後藤　章夫 助　教　 H11.8.1 理学研究科 地　　学 ―
宮本　　毅 助　教　 H12.4.1 理学研究科 地　　学 ―
工藤　純一 教　授　 H8.4.1 情報科学研究科 情報基礎科学 広域情報処理論
千葉　　聡 教　授 H25.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
鹿野　秀一 准教授　 H13.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
佐藤　源之 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先進社会環境学 環境応用政策学
菊田　和孝 助　教　 H29.10.1 環境科学研究科 先進社会環境学 環境応用政策学
瀬川　昌久 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
上野　稔弘 准教授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
高倉　浩樹 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
塩谷　昌史 助　教　 H29.10.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
明日香壽川 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
石井　　敦 准教授　 H17.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
岡　　洋樹 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域文化論
柳田　賢二 准教授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域文化論
－ 17 －
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組織運営活動
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（1）  人員配置と業務分担
（A）  教員等の配置、研究組織構成状況（2018年₃月現在） 














教　授 2013.4- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
教　授 2013.4- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
モ ン ゴ ル・
中央アジア
研究
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
地域生態系
研究
教　授 2013.4- 千葉　　聡 生態学、保全生物学、進化生物学
准教授 1997.4- 鹿野　秀一 微生物生態学、システム生態学
地球化学
研究分野
教　授 2015.9- 辻森　　樹 地質学、変成岩岩石学
准教授 2013.4- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学





教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境
科学研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 
助　教 2017.4- 菊田　和孝 計測工学
助　教 2016.4- 鄒　　立龍 計測工学
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（B）  現職専任教員等の年齢、勤続年数、博士号取得状況（2018年₃月31日現在）
（C）  専任教員の最終出身大学院（2018年₃月31日現在）
































千葉　　聡 研究推進事業の企画 ･ 立案、国内外の研究
者との研究連携支援
助教 内藤　寛子





准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助教 2012.4- 高橋　陽一 日本史、近世旅行史
助教 2013.10- 友田　昌宏 日本近代政治史
区　　　　分 教　　授 准　教　授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2018年３月現在） 56.5歳 49.4歳 40.1歳
教員の平均勤続年数　（2018年３月現在） 11年６ヶ月 11年４ヶ月 ９年２ヶ月
博士号取得者数　　　（2018年３月現在） ９人 ３人 ８人
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（D）  研究支援組織の整備・機能状況（2018年₃月31日現在）
（E）  教育研究支援者受け入れ状況
（F）  外国人研究員（客員教授、客員准教授）（海外）受け入れ状況　　 ※太字が本年度招聘者
〔氏名／在任期間：所属〕
カザンツェフ，セルゲイ・V. ／ 1996.10.1 〜 1996.12.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　経済産業技術研究所副所長
石　昌渝（セキ　ショウユ）／ 1997.1.1 〜 1997.6.30
　　：中国、中国社会科学院大学院教授
オチル，アユーダイ／ 1997.10.1 〜 1998.3.31
　　：モンゴル、モンゴル科学アカデミー歴史研究所所長
李　仁遠（リ　インウォン）／ 1997.12.1 〜 1998.3.31
　　：韓国、韓国弘益大学校都市土木工学科教授
セリベルストフ，ビァチェスラフ／ 1998.4.1 〜 1998.6.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部経済・産業管理技術研究所副所長
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許　志宏（キョ　シコウ）／ 1998.8.1 〜 1998.11.30
　　：中国、中国科学院冶金研究所　上級教授
ゲレル，オチル／ 1998.9.1 〜 1998.12.25
　　：モンゴル、モンゴル技術大学教授
朴　星來（パク　ソンネ）／ 1999.1.1 〜 1999.3.31
　　：韓国、韓国外国語大学校人文大学史学科教授
クズネツォフ，フョードル，A. ／ 1999.1.1 〜 1999.3.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所長
劉　世徳（リュウ　セトク）／ 1999.4.10 〜 1999.7.9
　　：中国、中国社会科学院文学研究所教授
イワノフ，ヴィクトル／ 1999.5.1 〜 1999.8.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミー極東支部　火山研究所教授
朝　克（チョウ　コク）／ 1999.8.1 〜 1999.10.31
　　：中国、中国社会科学院民族研究所教授
セナラス，ユダヤ　ガミニ／ 1999.9.1 〜 1999.11.30
　　：スリランカ、モラツワ大学上級講師
鄭　在貞（チョン　ジェジョン）／ 1999.12.2 〜 2000.3.5
　　：韓国、ソウル市立大学校教授
ブラック，ジョン　アンドルー／ 1999.12.1 〜 2000.3.31
　　：オーストラリア、ニューサウスウェールズ大学教授
キム・レチュン／ 2000.4.1 〜 2000.6.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミー世界文学研究所主席研究員
モシキン，ミハイル／ 2000.4.1 〜 2000.7.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　動物分類・生態学研究所教授
李淵昊（ソ　ヨノ）／ 2000.7.1 〜 2000.9.30
　　：韓国高麗大学教授
イローヒン，ゲナディ／ 2000.8.1 〜 2000.11.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部
確精扎布（チョイジンジャブ）／ 2000.10.1 〜 2001.1.15
　　：中国内蒙古大学教授
高　哲煥　（コー　チュルワン）／ 2000.12.1 〜 2001.2.28
　　：韓国、ソウル大学校海洋学部教授
馬　建釗（マー　チエンチャオ）／ 2001.2.10 〜 2001.5.31
　　：中国広東省民族研究所所長
劉嘉麒（リュー　ジャーチ）／ 2001.4.1 〜 2001.6.30
　　：中国科学院地質学地球物理学研究所所長
タマーラ　エセノヴァ／ 2001.6.1 〜 2001.9.15
　　：ロシアカルムイク国立大学
ミカエル　エポフ／ 2001.7.1 〜 2001.10.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部地球物理科学研究所副所長
恩和巴図／ 2001.9.16 〜 2002.2.28
－ 23 －
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　　：内蒙古大学蒙古語文研
Dendevin Badarch ／ 2001.11.1 〜 2002.2.14
　　：モンゴル科学技術大学学長
Victor Okurgin ／ 2002.2.15 〜 2002.6.14
　　：ロシア科学アカデミー極東支部　火山学研究所
鄭　永振／ 2002.3.31 〜 2002.8.31
　　：中国延辺大学・渤海史研究所教授
Fan-Niang Kong ／ 2002.6.15 〜 2002.10.14
　　：ノルウエー土木研究所
アレクセイ A. キリチェンコ／ 2002.9. 1 〜 2003.1.10
　　：ロシア科学アカデミー東洋学研究所
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2002.10.15 〜 2003.2.14
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所教授
王満特嘎／ 2003.1.11 〜 2003.5.14
　　：モンゴル中央民族大学言語学院　蒙古語言文学部
Wolfgang-Martin Boerner ／ 2003.2.17 〜 2003.6.14
　　：イリノイ大学シカゴ校教授
ツイムジト　プルブエワ　ワンチコワ／ 2003.5.16 〜 2003.9.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部モンゴル学チベット学仏教学研究所
金　旭／ 2003.6.15 〜 2003.10.14
　　：中国吉林大学・地球探測科学興技術学院教授
朴　承憲／ 2003.10.1 〜 2004.1.31
　　：中国・延辺大学東北亜研究院院長
レオポルド　イサク チェルニャフスキー／ 2003.11.10 〜 2004.2.29
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所情報研究部部長
ネリー　レシチェンコ／ 2004.2.2 〜 2004.5.31
　　：ロシア科学アカデミー東洋学研究所・上級研究員
サンドラ　ジェロニモ　カテーン／ 2004.3.7 〜 2004.6.30
　　：フイリピン大学国立地質学研究所助教授
S. V. Rasskazov ／ 2004.7.1 〜 2004.10.31
　　：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 〜 2004.9.30
　　：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 〜 2005.2.10
　　：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 〜 2005.2.28
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 〜 2005.5.31
　　：内蒙古大学教授　兼副学長
A. Yurlov ／ 2005.3.1 〜 2005.6.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
－ 24 －
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銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 〜 2005.9.30
　　：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
金　喜俊／ 2005.7.1 〜 2005.10.31
　　：釜山大学教授
S. A. Papkov ／ 2005.10.1 〜 2006.1.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 〜 2006.2.28
　　：中国　復旦大学教授
S. Bouterey ／ 2006.2.13 〜 2006.6.30
　　：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova ／ 2006.3.1 〜 2006.6.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 〜 2006.10.31
　　：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek ／ 2006.7.17 〜 2006.11.30
　　：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 〜 2007.2.28
　　：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 〜 2007.3.15
　　：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長
L. Kondrashov ／ 2007.3.13 〜 2007.6.30
　　：ロシア　ハバロフスク州立自然環境管理訓練所長
ツォルモン，ソドノム／ 2007.3.16 〜 2007.6.30
　　：モンゴル科学アカデミー歴史研究所　シニア・サイエンティスト
Ignatyeva Vanda ／ 2007.7.1 〜 2007.9.30
　　：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長
Belosludov Vladimir ／ 2007.7.2 〜 2007.10.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所教授
特木爾巴根／ 2007.10.1 〜 2008.1.15
　　：中国　内蒙古師範大学蒙古語言文学研究所教授
Voytishek Elena ／ 2007.11.5 〜 2008.2.29
　　：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授
Yadrenkina Elena ／ 2008.1.16 〜 2008.5.15
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
白音門徳／ 2008.3.1 〜 2008.6.30
　　：中国　内蒙古大学蒙古言語研究所教授
Jan Olof Svantesson ／ 2008.5.19 〜 2008.8.31
　　：スウェーデン　ルンド大学教授
飯坂　譲二／ 2008.7.1 〜 2008.10.31
　　：カナダ　ビクトリア大学地理学科教授
布仁巴図／ 2008.9.1 〜 2009.1.15
－ 25 －
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　　：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
Black John Andrew ／ 2008.11.1 〜 2009.3.31
　　：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian ／ 2009.1.16 〜 2009.7.15
　　：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
Dubinina Nina ／ 2009.4.1 〜 2009.6.30
　　：ロシア　ハバロフスク国立教育大学教授
Dashi D. Darizhapov ／ 2009.7.1 〜 2009.12.31
　　：ロシア科学アカデミー・シベリア支部ブリヤート科学センター物理学部リモートセンシング
　　　研究室長
Erdene Purevjav ／ 2009.8.1 〜 2009.11.30
　　：モンゴル科学アカデミー言語文化研究所言語研究部門主任
嘎日迪／ 2009.12.1 〜 2010.3.31
　　：内蒙古師範大学蒙古学学院教授
曺三相／ 2010.1.1 〜 2010.5.31
　　：韓国　釜山大学韓国研究所 研究員
Boyakova Sardana ／ 2010.4.11 〜 2010.7.15
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所　20-21世紀歴史
　　　学部門部長
朴慶洙／ 2010.6.1 〜 2010.8.30
　　：韓国　江陵大学校人文大学日本学科教授
那順烏日図／ 2010.8.1 〜 2010.11.30
　　：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
李晶／ 2010.9.1 〜 2011.1.31
　　：中国　広東海洋大学外国語学院教授
ウラジミール・ヤクボフ／ 20010.12.1 〜 2011.3.31
　　：ロシア　トムスク国立大学教授
セルゲイ・ソコロフ／ 2011.2.1 〜 2011.2.28
　　：ロシア科学アカデミー地質研究所教授・所長代理
金　旭／ 2011.3.1 〜 2011.6.30
　　：中国　吉林大学教授
哈斯巴特爾／ 2011.6.1 〜 2011.9.30
　　：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 〜 2011.9.29
　　：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
斯琴巴特爾／ 2011.10.1 〜 2012.1.31
　　：中国　内蒙古大学・教授
敖特根／ 2012.2.1 〜 2012.5.31
　　：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN ／ 2012.2.1 〜 2012.4.30
　　：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
－ 26 －
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Gavrilyeva Tuyara/2012.5.1 〜 2012.8.31
　　：ロシア　サハ共和国北方地域経済研究所・主任研究員
烏力吉巴雅爾 /2012.6.1 〜 2012.8.31
　　：中国　中央民族大学・教授
Koch Magaly/2012.9.1 〜 2012.11.30
　　：アメリカ　ボストン大学リモートセンシングセンター・研究准教授




Chimitdorzhiev Tumen/2013.1.1 〜 2013.1.31
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ブリアート科学センター・物理物質研究所副
　　　所長
Laikhansuren  Altanzaya/2013.4.1 〜 2013.7.31
　　：モンゴル　モンゴル国立教育大学・歴史・社会科学部・教授
潘　建国 /2013.9.1 〜 2013.11.30
　　：中国　北京市北京大学・中文系・教授
巴雅爾 /2013.9.2 〜 2013.12.31
　　：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus/2014.2.1 〜 2014.3.14
　　：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授






Chernolutckaia Elena/2014.9.1 〜 2014.11.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研究所・主任上
　　　級研究員
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 〜 2015.1.31
　　：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 〜 2015.4.19
　　：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 〜 2015.4.23、2015.5.19 〜 2015.5.29
　　：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
Fondahl Gail Andrea/2015.4.6 〜 2015.6.30
　　：カナダ　ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学・副学長・教授
Dilek Yildirim/2015.5.28 〜 2015.8.21
　　：アメリカ　国際地質科学連合会副会長・マイアミ大学・教授
Delaney Alyne Elizabeth/2015.10.1 〜 2016.1.31
－ 27 －
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　　：デンマーク　アールボルグ大学・准教授
葉　爾達 /2015.10.1 〜 2016.1.31
　　：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Abera Deraje Ayalew/2016.2.4 〜 2016.3.26
　　：エチオピア　アジスアベバ大学・教授
胡格吉夫 /2016.3.1 〜 2016.4.30
　　：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Vladimir Malkovets/2016.11.1 〜 2017/1.14
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ソボレフ地質学鉱物学研究所・上級研究員
Tsevel Shagdarsuren/2016.11.1 〜 2017.1.31
　　：モンゴル　ウランバートル国際大学・教授・モンゴル学研究所長
Giovanni Nico/2017.1.16 〜 2017.3.31
　　：イタリア　国立研究機構（CNR）応用数学研究所・研究員
Sergei Andreevich Papkov/2017.2.1 〜 2017.3.31
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・歴史研究所・上席研究員
Kazi A Kalpoma/2017.4.1 ～ 2017.6.30
　　：バングラデシュ　アメリカ国際大学バングラデシュ・教授
Menno Schilthuizen/2017.5.6 ～ 2017.7.6
　　：オランダ　ライデン大学・教授
蔡　金河 /2017.7.1 ～ 2017.8.31
　　：台湾　国立東華大学・教授
Nelson Boniface/2017.7.1 ～ 2017.9.30
　　：タンザニア　ダルエスサラーム大学・上級講師
Jean-Michel Friedt/2017.10.1 ～ 2017.12.28
　　：フランス　大学間マイクロエレクトロニクスセンター・ポストドクトラルフェロー
Dmitriy Zedgenizov/2018.1.5 ～ 2018.3.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー・教授








41 32 9 12 26
－ 28 －
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（G）  兼務教員受け入れ状況（2018年₃月現在）
（H）  非常勤講師受け入れ状況（2018年₃月現在） 





















平川　新 2014.4.1 〜 2018.3.31 寄附研究部門
－ 29 －
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Kazi A Kalpoma 2013.8.1-2013.12.31 衛星画像の可視化処理
Yu Quan 2013.10.1-2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster　Sophie 2015.3.28－2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
丁　澤剛 2016.4.6 〜 2016.7.15 地中レーダの設計に関する研究
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（K）  センター内委員会構成図（2018.₃.31現在）
日本学術振興会特別研究員　※編集注記：2009年度版より当該年度受入者に限り記載
氏　　名 期　　間 受　入　教　員 資　格
井上　岳彦 2016.4.1－2019.3.31 岡　　洋樹　教授 PD
大石　侑香 2016.4.1－2019.3.31 高倉　浩樹　教授 PD
齋藤　　匠 2016.4.1－2018.3.31 千葉　　聡　教授 DC1





コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会
総務担当副センター長
ハラスメント防止対策委員会
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（L）  委員会名簿（2017年度）
〈学内各種委員会〉
委　　員　　会　　名 委員氏名 任　期 備　　　考























































教養教育改革会議 センター長 19.10.16 〜




























研究所長会議 WG 委員 内藤　寛子 29.4.1 〜
H28.3第5回研究所長会議で
決定







































































   
清水　俊和（事務室）
－ 33 －





















2 9 . 4 . 1 〜
31.3.31












































高倉　浩樹 29.4.1 〜 （室員）
岡　　洋樹 29.4.1 〜 （室員）
塩谷　昌史 29.4.1 〜 （室員）
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〈センター内各種委員会〉
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区　　　　分 2013 2014 2015 2016 2017










科 学 研 究 費 補 助 金 64 40 46 38 43
科 学 研 究 費 補 助 金
以 外 の 政 府 資 金
0 0 0 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 0 0 0 0
受 託 研 究 64 39 100 46 34
受 託 事 業 4 1 3 9 7
寄 附 金 40 33 32 32 37
学 術 指 導 0 0 0 0 2
総　　　　計 671 520 693 541 518











受託研究  9.62% 学術指導  0.07%
寄附金  5.91%受託事業  0.82%
研究活動関連経費の構成（2013 〜 2017年度の平均）
－ 38 －

















区　　　分 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
人件費 運営費交付金 250 258 253 231 234
物件費
運営費交付金 151 84 138 103 95
その他 98 65 121 82 67
計 499 407 512 416 396
－ 39 －




2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 計



























































































































































































































1.80 2.09 2.04 2.04 1.73 1.94 












2.54 1.86 2.00 1.63 1.91 1.99 










  〈科研費採択率実績（2013年度〜 2017年度）〉
（D）  外部資金受入状況
〈民間等との共同研究、受託研究、奨学寄付金受け入れ状況〉　 （金額単位：千円）
区　　　分 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
民間等との共同研究
件数 3 3 3 3 3
金額 0 0 0 495 275
受 託 研 究
件数 5 5 7 5 4
金額 63,367 38,616 99,951 45,845 33,599
受 託 事 業
件数 3 1 1 2 1
金額 3,454 54 2,232 9,484 6,650
寄 附 金
件数 4 4 3 3 6
金額 39,810 33,420 32,100 31,850 36,660
学 術 指 導
件数 0 0 0 0 1
金額 0 0 0 0 2,333
計
件数 15 13 14 13 15
金額 106,631 72,090 134,283 87,674 79,517
－ 41 －




金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共 同 研 究





















22,473 独立行政法人情報通信研究機構 2,940 独立行政法人土木研究所 479 独立行政法人科学技術振興機構
525 鹿島建設株式会社
受 託 事 業 2,480 独立行政法人日本学術振興会 2,460 独立行政法人日本学術振興会 54 宮城県知事
74 宮城県知事
920 独立行政法人日本学術振興会
寄 附 金 24,000 特例民法法人上廣倫理財団 28,000 公益財団法人上廣倫理財団 30,000 公益財団法人上廣倫理財団
4,990 三井物産株式会社 11,440 公益財団法人東レ科学振興会 1,430 公益財団法人東レ科学振興会
15,130 公益財団法人東レ科学振興会 100 財団法人東北開発記念財団 490 公益財団東京地学協会
160 公益財団法人日本科学協会 270 公益財団法人トヨタ財団 1,500 公益財団法人 JFE21世紀財団
学 術 指 導
区分
2015年度 2016年度 2017年度
金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共 同 研 究 495 株式会社蒜山地質年代学研究所 275 株式会社安藤・間

















6,264 国立研究開発法人森林総合研究所 250 栗原市 3,000 株式会社熊谷組
226 国立研究開発法人科学技術振興機構 4,200 国立大学法人北海道大学
2,300 国立大学法人北海道大学 6,264 国立研究開発法人森林総合研究所
440 国立研究開発法人科学技術振興機構



















学 術 指 導
－ 42 －
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〈科研費以外の外部資金一覧（2017年度）〉 （金額単位：円）
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〈補助金間接経費〉 （金額単位：百万円）
区　　分 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
補助金間接
経　費
件　数 27 26 27 26 26
金　額 
（百万円）
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研究活動






































































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：３ 分野名称
大気汚染科学、環境エネ
ルギー、国際政治
文理連携性の有無 ［ 有 ］
特筆事項 : 温暖化や越境汚染などの地球レベルの大気科学分野と
国際協力という国際政治分野との融合を目指している
社会還元性の有無 ［ 有 ］
［内容］日本の環境分野における国際貢献に対する具体的な提言
を行う


























最終年度 該当　［ 有　　無 ］
－ 50 －



































































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：４ 分野名称
地質学、岩石学、鉱物学、
考古学
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：本ユニットから文理連携の共同研究が２つ誕生した




























最終年度 該当　［ 無 ］
－ 52 －
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り、国際シンポジウム「Migration Bridges in Eurasia: Political, Socio-economic, 






「Migration, Refugees and the Environment from Secuirity Perspectives」を東北
大学で開催した。










３ 月 ９ 日、 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム「New Trends of Ecological-Environmental 
Anthropology of Northeast Asia」を東北大学で開催した。
－ 54 －
























「The Social Cost of “Blue Sky”: The Impact of Environmental Regulation on 
























文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項































究 セ ン タ ー、 富 山 大


































最終年度 該当　［ 無 ］
－ 56 －
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研究題目
日本語：東アジアにおける社会変化と文化的持続に関する人類学的研究ユニット
英　語：Unit for Anthropological Studies on the Social Change and the Cultural 































































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加専門分野数： 分野名称
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特記事項：
















最終年度 該当　［ 無 ］
－ 58 －




























































◦研究会　Ann S. Masten (University of Minnesota) による講演 Disaster Resilience: 













































文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特記事項：
































最終年度 該当　［ 無 ］
－ 61 －






（明日香寿川／ 2014 〜 2019年度）
◦北東アジアにおける日本のソフトパワー　（石井　　敦／ 2016 〜 2018年度）
◦東日本大震災後のコミュニティ再生・創生プロセスと持続可能性に関する実証的共同研究
（高倉　浩樹／ 2016 〜 2018年度）
◦遺跡にみる生物多様性研究　　　　　　　（千葉　　聡／ 2015 〜 2017年度）
◦東北アジア辺境地域多民族共生コミュニティ形成の論理に関する研究
（岡　　洋樹／ 2015 〜 2018年度）
（B）  2017年度センター・共同研究センター内新規課題一覧（代表者／研究期間）
◦根室半島～歯舞群島・色丹島の前弧マグマがもたらす地域環境システム




（瀬川　昌久／ 2017 〜 2020年度）
◦蔵王火山の活動の熱的・地球化学的モニタリング
（後藤　章夫／ 2017 〜 2019年度）
◦東北アジア諸地域における清朝統治の歴史的意味に関する比較研究
（岡　　洋樹／ 2017 〜 2019年度）
◦移動と流行：移民がもたらしたもの／持ち帰ったもの
（川口　幸大／ 2017 〜 2018年度）
◦最新科学による遺跡調査ユニット　　　　（佐藤　源之／ 2018 〜 2022年度）
◦オーラルヒストリーによる旧ソ連ロシア語系住民の口頭言語と対ソ・対露認識の研究
（柳田　賢二／ 2017 〜 2019年度）
◦南三陸・仙台湾地域を対象とした次世代ジオツーリズムの構築
（宮本　　毅／ 2017 〜 2019年度）
－ 62 －















（英文）Potential of the new coal policy in China on mitigation of both air 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
明日香壽川 東北大学・教授 エネルギ－問題 総括
石井　　敦 東北大学・准教授 エネルギ－問題 研究分担
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研究の目的と本年度
の成果の概要






























































研究成果 学会発表（５）本 論文数（７）本 図書（０）冊
－ 65 －















学際性の有無 ［ 有 ］
参加した専門分野数：［３］　分野名称［環境経済・政策　
大気環境科学 国際政治］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項




































最終年度 該当　［ 無 ］
－ 66 －









４．Lu Xiangchun (2016)“Consumption and production of iron and steel of China under the impacts of 





１．Jusen ASUKA（2016）“Assessment of China’s Greenhouse Gas Emission Reduction Target for 2030: 
Possibility of Earlier Peaking”, The Journal of Contemporary China Studies, Vol.5/No.1, 2016, pp.57-
68. 
２．Miyagiri H., Ishii. A.(2017) “Boundary object vs. Boundary work: The case of the Critical Loads 
approach in the context of Japanese transboundary air pollution diplomacy”(in review)
３．Xiangchun Lu, Xinping Mao and Asuka Jusen (2016) “Impacts of climate change policy on iron and 
steel industry of China”, 東北大学東北アジア研究センター 東アジアにおける大気環境管理スキームの
構築研究ユニット Working paper 
４．Xiangchun Lu, Xinping Mao and Asuka Jusen (2016) “Impacts of climate change policy on steel 




８．Jusen ASUKA(2016) Analysis of the Japan’s Intended Nationally Determined Contribution (INDC), 
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研究題目
（和文）北東アジアにおける日本のソフトパワー




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
石井　　敦





勝間田　弘 国際文化研究科・准教授 国際政治学 理論の整理


































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　　］　分野名称［　　　　　　　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項




























最終年度 該当　［ 無 ］
－ 69 －




（英文）The ethnography of community reconstruction process and 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
高倉　浩樹 東北アジア・教授 社会人類学 総括
山口　　睦 山口大学・准教授 文化人類学 復興ビジネス
ボレーセバスチャン 災害科学国際研究所・助教 社会人類学 記憶と記録
呉屋　淳子 沖縄県立芸術大学・准教授 民俗芸能学 民俗芸能
稲澤　　務 尚絅学院大学・准教授 文化人類学 祭礼



































































学際性の有無 ［ 有 ］
参加した専門分野数：［４］　分野名称［文化人類学、民俗学、
宗教学、社会学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項



































最終年度 該当　［ 無 ］
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本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］　
Takakura, Hiroki, Why is the Cultural Heritage Important for Disaster Risk Reduction? (Session: 
Strengthening Contributions to the International Community through Multidisciplinary Disaster 
Science Research), 





Boret, Sébastien P., The Roles of Archiving in DRR: The Case of the Great East Japan Earthquake, The 
France-Japan Week on Disaster Risk Reduction, organized with the French Embassy in Tokyo, 
October 5, 2017. 
Boret, Sébastien P., Supporting Recovery through Managing Bodies and Grief in Emergencies, Poster 
Presentation, World Bosai Forum, Sendai International Center, November 27, 2017. 
Boret, Sébastien P., The Needs for and of Natural Disaster Archives, Session co-organized with Akihiro 
Shibayama, World Bosai Forum, Sendai International Center, November 28 2017. 
Fukuda, Yu, Theodicy of Tsunami: A Study of the Commemorations in Aceh, Indonesia, 34th 





山口睦 , 近刊「災害支援としての慰問袋ー 20世紀前半の新聞記事を資料として」『やまぐち地域社会研
究』15号
Boret, Sébastien P. and Akihiro Shibayama, 2017, The Roles of Monuments for the Dead during the 
Aftermath of the Great East Japan Earthquake, International Journal of Disaster Risk Reduction, 
Available online since 17 September 2017. https://doi.org/10.1016/j.ijdrr.2017.09.021
Boret, Sébastien P. and Akihiro Shibayama, 2017, The Roles of Digital Archives in Reducing Risk and 
Disasters in Mega Cities, 16th International Symposium on New Technologies for Urban safety of 
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研究題目
（和文）遺跡にみる生物多様性研究




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
千葉　　聡
東 北 ア ジ ア 研 究 セ ン
ター・ 教授
生態学・遺伝学 生物学的研究






























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［考古学、保全生物学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項




























Saito T., Prozorova L., Sitnikova T., Surenkhorloo, P.J., Hirano T., Morii Y., Chiba S. 2018 Molecular 
Phylogeny of glacial relict species: a case of freshwater Valvatidae molluscs (Mollusca: Gastropoda) in 
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研究題目
（和文）東北アジア辺境地域多民族共生コミュニティ形成の論理に関する研究









氏　名 所属・職名 専門分野 役割
岡　　洋樹
東 北 ア ジ ア 研 究 セ ン
ター・教授
歴史学
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International symposium
MIGRATION BRIDGES IN EURASIA: POLITICAL, SOCIO-ECONOMIC, 
DEMOGRAPHIC AND HISTORICAL PERSPECTIVES FOR NORTHEAST ASIA
Place: Tohoku University, Kawauchi North campus, Maltimedia Education and 
Research Complex (A05) 6F.




Hiroki TAKAKURA, Professor; Doctor of Letters, Center for Northeast Asian 
Studies, Tohoku University (Sendai, Japan)
ОКА Хироки, профессор, Центр исследований Северо-Восточной Азии 
Универси
тета Тохоку (Сендай, Япония)
Norio HORIE, Professor; Deputy of Director of the Center of Far Eastern Studies of 
the University of Toyama (Toyama, Japan)
ХОРИЕ Норио, профессор, заместитель директора Центра дальневосточных 
исс
ледований Университета Тоямы (Тояма, Япония)
Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor; Corresponding Member of 
the Russian Academy of Sciences, Head of the Center for Social Demography of 
the Institute of Socio-Political Research of the Russian Academy of Sciences; Head 
of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) 
Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
РЯЗАНЦЕВ Сергей Васильевич, доктор экономических наук, профессор, 
член-корреспондент РАН, руководитель Центра социальной демографии, 
Институт социально-политических исследований Российской академии наук; 
заведующий кафедрой демографической и миграционной политики профессор 
МГИМО (Универс итет) МИД России (Москва, Россия)
09:45-11:30
Session № 1. “Historical Perspective on Multi-National Community in Mongolia”
Сессия № 1. “Исторические перспективы многонациональных сообществ в 
Монголии”
Moderator of Session/ Ведущий сессии:
Artem S. LUKYANETS, PhD (Economics); Leading Researcher of the Centre 
of Social Demography of the Institute of Socio-Politic Research of the Russian 
Academy of Sciences; Associate Professor of the Department of Demographic 
and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia 
(Moscow, Russia)
ЛУКЬЯНЕЦ Артем Сергеевич, кандидат экономических наук; ведущий 
научный сотрудник Центра социальной демографии, Институт социально-
политических исследований РАН; доцент кафедры демографической и 
миграционной политики МГИМО (Университет) МИД России (Москва, 
Россия)
Speakers and Presentations / Докладчики и доклады:
Makoto TACHIBANA, Doctor of Letters, Associate Professor of the Shimonoseki 
University
"Conflict and Coexistence over Taxation in Early 20th Century Mongolia: System 
and Reality”
－ 78 －
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ТАЧИБАНА Макото, профессор Университета Шимоносеки (Япония)
Конфликт и сосуществование над налогообложением в начале ХХ века 
Монголи
я: система и реальность
Hiroki OKA, Doctor of Letters, Professor; Center for Northeast Asian Studies, 
Tohoku University (Sendai, Japan)
“The Demographic Movement in the Qing Era in Mongolia: Prelude to the Modern 
Migration”
ОКА Хироки, профессор; Центр исследований Северо-Восточной Азии 
Универси
тета Тохоку (Сендай, Япония)
Демографическое движение в эпоху Цин в Монголии: прелюдия к современной 
миграции
Katsumi FUJIWARA, Dr. (Economics), Professor, Osaka University
“Shrinks of the Russian Colonial Space in Harbin under 1930s: from the Minutes of 
Churin Company”
Кацуми ФУДЖИВАРА, доктор экономических наук, профессор, Университет 
Осаки
Сжатие русского колониального пространства в Харбине до 1930-х годов: из 
протоколов Чуринской компании
Questions and Discussion / Вопросы и дискуссия.
11:30-12:30
Session № 2: “Chinese Migration in Northeast Asia”
Сессия № 2. “Китайская миграция в Северо-Восточной Азии”
Moderator of Session / Ведущий сессии:
Norio HORIE, Professor; Deputy of Director of the Center of Far Eastern Studies of 
the University of Toyama (Toyama, Japan)
ХОРИЕ Норио, профессор; заместитель директора Центра дальневосточных 
исс
ледований Университета Тоямы (Тояма, Япония)
Speakers and Presentations / Докладчики и доклады:
Ekaterina L. MOTRICH, Dr. (Economics), Leading Researcher, Institute of 
Economic Research of the FEB RAS (Khabarovsk, Russia)
Dmitry A. IZOTOV, PhD (Economics), Senior Researcher, Institute for Economic 
Research of the Far-Eastern Branch of the Russian Academy of Sciences 
(Khabarovsk, Russia)
Трансформация китайской миграции на Российском Дальнем Востоке
МОТРИЧ Екатерина Леонидовна, доктор экономических наук, главный 
научный сотрудник, Институт экономических исследований ДВО РАН 
(Хабаровск, Россия)
ИЗОТОВ Дмитрий Александрович, кандидат экономических наук, старший 
научный сотрудник, Институт экономических исследований ДВО РАН, 
Хабаровск
“Transformation of Chinese migration in the Russian Far East”
Svetlana N. MISHCHUK, PhD (Economics); Scientific Secretary, Institute for 
Complex Analysis of Regional Problems of the Far Eastern Branch of the Russian 
Academy of Sciences (Birobidzhan, Russia)
“Russian-Chinese Economic Cooperation in the Border Regions of the Far East of 
－ 79 －
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Russia”
МИЩУК Светлана Николаевна, кандидат экономических наук; ученый 
секретарь Института комплексного анализа региональных проблем 
Дальневосточного отделения Российской академии наук (Биробиджан, Россия)
Российско-китайское экономическое взаимодействие в приграничных регионах 
Дальнего Востока России
Zafar K. VAZIROV, PhD Student, Russian University (RUDN-University) (Moscow, 
Russia)
“Chinese migration to Central Asia: trends and consequences”
ВАЗИРОВ Зафар Кабутович, аспирант, Российский университет дружбы 
народов (Москва, Россия) 
Китайская миграция в Центральной Азии: тенденции и последствия
Вопросы и дискуссия/ Questions and Discussion
14:00-15:30
Session № 3. “Migration in the Borderlands between Russia and China”
Сессия № 3. “Миграция в приграничье России и Китая”
Moderator of Session / Ведущий сессии:
Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor; Corresponding Member of 
the Russian Academy of Sciences, Head of the Center for Social Demography of 
the Institute of Socio-Political Research of the Russian Academy of Sciences; Head 
of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) 
Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
РЯЗАНЦЕВ Сергей Васильевич, доктор экономических наук, профессор, 
член-корреспондент РАН, руководитель Центра социальной демографии, 
Институт социально-политических исследований Российской академии наук; 
заведующий кафедрой демографической и миграционной политики профессор 
МГИМО (Университет) МИД России (Москва, Россия)
Докладчики и доклады/ Speakers and Presentations:
ALTANOCHIR, Dr. (Economics), Professor; Institute of China's Borderland Studies, 
The Chinese Academy of Sciences“Russian Migration in China”
Алтан Очир, доктор экономических наук, профессор; Институт исследований 
пограничной системы Китая, Китайская академия наукРоссийская миграция в 
Китае
Sergei TKACHEV, PhD (History), Professor; Far Eastern Federal University
“Chinese Labor Migrants in Russian Far East and Manchuria in Early XX Century”
ТКАЧЕВ Сергей, Ph.D, Дальневосточный федеральный университет
Китайские трудовые мигранты на Дальнем Востоке и в Маньчжурии в начале 
XX века
Igor SAVELIEV, PhD, Professor, Nagoya University
“The Demarcation of the Eastern Border of the Russian Empire and the Space of 
Chinese Migration (1858-1900)”
САВЕЛЬЕВ Игорь Ph.D, профессор, Нагойя Университета
Демаркация восточной границы Российской империи и пространство 
китайской миграции (1858-1900)
Questions and Discussion / Вопросы и дискуссия.
Session № 4. “Migration, Security and Development in the Border Areas of 
Northeast Asia”
Сессия № 4. “Миграция, безопасность и развитие в приграничных районах 
－ 80 －




Moderator of Session / Ведущий сессии:
Alexander A. GREBENYUK, PhD (Economics); Deputy Director of the Higher 
School of Modern Social Sciences, Lomonosov Moscow State University (Moscow, 
Russia)
ГРЕБЕНЮК Александр Александрович, кандидат экономических наук; 
заместите
ль директора Высшей школы современных социальных наук, МГУ имени М.В. 
Ло
моносова (Москва, Россия) 
Speakers and Presentations / Докладчики и доклады:
Marina N. KHRAMOVA, PhD (Physic-Mathematics); Leading Researcher of the 
Centre of Social Demography of the Institute Socio-Political Research of the Russian 
Academy of Sciences; Associate Professor of the Department of Demographic 
and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia 
(Moscow, Russia)
“Migratory Component of the Demographic and Socio-Economic Development of 
the Russian Far East Regions”
ХРАМОВА Марина Николаевна, кандидат физико-математических наук; 
ведущий научный сотрудник Центра социальной демографии Института 
социально-политических исследований РАН; доцент кафедры демографической 
и миграционной политики МГИМО (Университет) МИД России (Москва, 
Россия)
Миграционная составляющая демографического и социально-экономического 
развития регионов Дальнего Востока России
Natalia V. SHEVCHENKO, PhD (Economics); Senior Researcher of the Laboratory 
of Demographic Processes Research, Research University Belgorod State University 
(Belgorod, Russia)
“Migration in the Russian-Ukrainian borderlands”
ШЕВЧЕНКО Наталья Владимировна, кандидат экономических наук; старший 
научный сотрудник Лаборатории исследования демографических процессов, 
Научно-исследовательский университет Белгородский государственный 
университет (Белгород, Россия)
Миграция в российско-украинском пограничье
Вопросы и дискуссия/ Questions and Discussion
September 7st, 2017 (Thursday) 
7 сентября 2017 г. (Четверг)
09:30-11:00
Session № 5. “Migrants and Host Societies in Northeast Asia”
Сессия № 5. “Эмиграция из России: новые тенденции, направления, 
последствия”
Moderator of Session / Ведущий сессии:
Hiroki OKA, Professor; Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University 
(Sendai, Japan)
ОКА Хироки, профессор, Центр исследований Северо-Восточной Азии 
Универси
тета Тохоку (Сендай, Япония)
－ 81 －
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Докладчики и доклады/ Speakers and Presentations:
Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor, Corresponding Member of 
the Russian Academy of Sciences; Head of the Center for Social Demography of 
the Institute of Socio-Political Research of the Russian Academy of Sciences; Head 
of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) 
Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
“Assessment of Consequences of Emigration for Russia”
РЯЗАНЦЕВ Сергей Васильевич, доктор экономических наук, профессор, 
член-корреспондент РАН; руководитель Центра социальной демографии, 
Институт социально-политических исследований Российской академии наук; 
заведующий кафедрой демографической и миграционной политики профессор 
МГИМО (Университет) МИД России (Москва, Россия)
Оценка последствий эмиграции для России
Artem S. LUKYANETS, PhD (Economics); Leading Researcher of the Centre 
of Social Demography of the Institute of Socio-Politic Research of the Russian 
Academy of Sciences; Associate Professor of the Department of Demographic 
and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia 
(Moscow, Russia)
“Emigration of Youth from Russia: the Asian Vector”
ЛУКЬЯНЕЦ Артем Сергеевич, кандидат экономических наук; ведущий 
научный сотрудник Центра социальной демографии, Институт социально-
политических исследований РАН; доцент кафедры демографической и 
миграционной политики МГИМО (Университет) МИД России (Москва, 
Россия)
Эмиграция молодежи из России: азиатский вектор
Svetlana Yu. SIVOPLYASOVA, PhD (Economics), Associate Professor; Leading 
Researcher of the Centre of Social Demography, Institute Socio-Political Research 
of the Russian Academy of Sciences, Associate Professor of the Moscow Aviation 
Institute (Moscow, Russia)
Российские женщины на брачных рынках Японии, Кореи и Китая
СИВОПЛЯСОВА Светлана Юрьевна, кандидат экономических наук, доцент; 
ведущий научный сотрудник Центра социальной демографии, Институт 
социально-политических исследований Российской академии наук, доцент 
Московского авиационного института (Москва, Россия)
“Russian Women in the Marriage Markets of Japan, Korea and China”
Questions and Discussion / Вопросы и дискуссия.
11:00-12:30
Session № 6. “The Contribution of Labour Migration to the Demographic and Socio-
Economic Development of Northeast Asia”
Сессия № 6. “Вклад трудовой миграции в демографическое и социально-
экономическое развитие Северо-Восточной Азии”
Moderator of Session/ Ведущий сессии:
Mayu MICHIGAMI, PhD (Economics); Associate Professor, Faculty of Economics, 
Niigata University (Niigata, Japan)
Маю МИТИГАМИ, доктор наук; профессор Экономического факультета, 
Университет Ниигата (Ниигата, Япония)
Speakers and Presentations / Докладчики и доклады:
Norio HORIE, Professor; Deputy of Director of the Center of Far Eastern Studies of 
the University of Toyama (Toyama, Japan)
“Addressing Chinese and North Korean Labor Migration in the Context of Russia's 
－ 82 －
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Reorientation to Asia”
ХОРИЕ Норио, профессор, заместитель директора Центра дальневосточных 
исследований Университета Тоямы (Тояма, Япония)
Обращение к китайской и северокорейской трудовой миграции в контексте 
переориентации России на Азию
Roman V. MANSHIN, PhD (Economics), Associate Professor; Leading Researcher 
of the Center for Social Demography of the Institute of Socio-Political Research 
of the Russian Academy of Sciences; Associate Professor of the Department of 
Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign 
Affairs of Russia (Moscow, Russia)
“Labour Migrants from East and South-East Asia Countries on the Russian Labour 
Market”
МАНЬШИН Роман Владимирович, кандидат экономических наук, доцент; 
ведущий научный сотрудник Центра социальной демографии, Институт 
социально-политических исследований РАН; кафедры демографической 
и миграционной политики МГИМО (Университет) МИД России (Москва, 
Россия)
Трудовые мигранты из стран Восточной и Юго-Восточной Азии на российском 
рынке труда
Alexander A. GREBENYUK, PhD (Economics); Deputy Director of the Higher 
School of Modern Social Sciences, Lomonosov Moscow State University (Moscow, 
Russia)
“The Impact of Labor Migration on the Development of the Human Capital of the 
Host Countries”
ГРЕБЕНЮК Александр Александрович, кандидат экономических наук; 
заместитель директора Высшей школы современных социальных наук, МГУ 
имени М.В. Ломоносова (Москва, Россия) 
Влияние трудовой миграции на развитие человеческого капитала в 
принимающих странах
Questions and Discussion / Вопросы и дискуссия.
14:00-15:30
Session № 7. “Integration of Migrants in the Communities of North-East Asia”
Сессия № 7. “Интеграция мигрантов в сообществах Северо-Восточной 
Азии”Moderator of Session / Ведущий сессии:
Roman V. MANSHIN, PhD (Economics), Associate Professor; Leading Researcher 
of the Center for Social Demography of the Institute of Socio-Political Research 
of the Russian Academy of Sciences; Associate Professor of the Department of 
Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign 
Affairs of Russia (Moscow, Russia)
МАНЬШИН Роман Владимирович, кандидат экономических наук, доцент; 
ведущий научный сотрудник Центра социальной демографии, Институт 
социально-политических исследований РАН; кафедры демографической 
и миграционной политики МГИМО (Университет) МИД России (Москва, 
Россия)
Speakers and Presentations / Докладчики и доклады:
Victoria Yu. LEDENEVA, Dr. (Sociology), Associate Professor; Head of the 
Department of Conflict and Migration Security of the Russian Presidential Academy 
of National Economy and Public Administration (Moscow, Russia)
“Integration of Labor Migrants into Russian Society: the Experience of the Countries 
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活動報告.indd   83 2018/11/28   13:58:36
プログラム
of North-East Asia”
ЛЕДЕНЁВА Виктория Юрьевна, доктор социологических наук, доцент; 
заведующая кафедрой конфликтологии и миграционной безопасности, 
Институт права и национальной безопасности, Российская академия народного 
хозяйства и государственной службы при Президенте РФ (Москва, Россия)
Интеграция трудовых мигрантов в российское общество: опыт стран Северо-
Восточной Азии
Mayu MICHIGAMI, PhD (Economics); Associate Professor, Faculty of Economics, 
Niigata University (Niigata, Japan)
“Housing condition of Labour Migrants in Russia: Interim Report of Questionnaire 
Survey”
МИТИГАМИ Маю, доктор наук; профессор Экономического факультета, 
Университет Ниигата (Ниигата, Япония)
Жилищные условия трудовых мигрантов в России: предварительный отчет по 
результатам социологического опроса
Gaik R. TRUNIAN, PhD (Sociology); Director of the Autonomous Non-Commercial 
Organization of Additional Education “The World Without Borders” (Rostov-on-Don, 
Russia)
“Experience of Using Public-Private Partnership in Managing External Labour 
Migration in Russia”
ТРУНЯН Гайяк Русланович, кандидат социологических наук; директор 
автономной некоммерческой организации дополнительного образования “Мир 
без границ” (Ростов-на-Дону, Россия)
Опыт использования государственно-частного партнерства в управлении 
трудовой миграцией в России
Вопросы и дискуссия/ Questions and Discussion.
15:30-17:00
Session № 8. “Management of Migration in the Northeast Asia”
Сессия № 8. “Миграция, безопасность и развитие в приграничных районах 
Северо-Восточной Азии”
Moderator of Session / Ведущий сессии:
Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor, Corresponding Member of 
the Russian Academy of Sciences; Head of the Center for Social Demography of 
the Institute of Socio-Political Research of the Russian Academy of Sciences; Head 
of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) 
Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
РЯЗАНЦЕВ Сергей Васильевич, доктор экономических наук, профессор, 
член-корреспондент РАН; руководитель Центра социальной демографии, 
Институт социально-политических исследований Российской академии наук; 
заведующий кафедрой демографической и миграционной политики профессор 
МГИМО (Университет) МИД России (Москва, Россия)
Speakers and Presentations / Докладчики и доклады:
Gyulnara I. GADZHIMURADOVA, PhD (Philosophy), Associate Professor, 
Senior Researcher of the Centre of Social Demography of the Institute Socio-
Political Research of the Russian Academy of Sciences; Associate Professor of the 
Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry 
of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
“Muslim Migration to Northeast Asia”
ГАДЖИМУРАДОВА Гюльнара Ильясбековна, кандидат философских наук, 
－ 84 －
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доцент; старший научный сотрудник Центра демографии, Институт социально-
политических исследований РАН; доцент кафедры демографической и 
миграционной политики МГИМО (Университет) МИД России (Москва, 
Россия)
Мусульманская миграция в Северо-Восточной Азии
АЗИМОВ Мавлон Джалилович, доктор экономических наук, профессор; 
заведующий кафедрой экономической теории Института экономики и 
торговли Таджикского государственного университета коммерции (Худжанд, 
Таджикистан)
Трудовая миграция в Таджикистане: тренды и подходы к управлению
Mavlon Dj. AZIMOV, Dr. (Economics), Professor; Head of the Department of 
Economic Theory of the Institute of Economics and Trade of the Tajik State 
University of Commerce (Khudjand, Tajikistan)
“Labor Migration in Tajikistan: Trends and Approaches to Management”




























北大学で「MIGRATION BRIDGES IN EURASIA: POLITICAL, SOCIO-ECONOMIC, 







































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［経済学・歴史学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項


































































最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］　
Hiroki OKA“The Demographic Movement in the Qing Era in Mongolia: Prelude to the Modern 
Migration” International Conference  ”Migration Bridges in Eurasia: Political, Socio-Economic, 
Demographic and Historical Perspectives in Northeast Asia”, 6 September, 2017, 東北大学
Norio Horie. North Korean migration in the context of Russia’s reorientation towards Asia, 
International conference "Migration Bridges in Eurasia”, 28 November, 2017, MGIMO-University. 
Addressing Chinese and North Korean Labour Migration in the Context of Russia’s Reorientation to 
Asia,Norio Horie, International Conference  ”Migration Bridges in Eurasia: Political, Socio-Economic, 
Demographic and Historical Perspectives in Northeast Asia”, 6 September, 2017, 東北大学。
Igor SAVELIEV, PhD, Professor, Nagoya University
“The Demarcation of the Eastern Border of the Russian Empire and the Space of Chinese Migration 
(1858-1900)” International Conference  ”Migration Bridges in Eurasia: Political, Socio-Economic, 
Demographic and Historical Perspectives in Northeast Asia”, 6 September, 2017, 東北大学
Tachibana Makoto, “Offerings, Moneylending, and Taxation: Tibetans and Money in early 20th-
century Mongolia,” Association for Asian Studies in Asia, 2017.6.24, Korea University, Seoul.
Tachibana Makoto, “Conflict and Coexistence over Taxation in Early 20th Century Mongolia: System 
and Reality,” Migration bridges in Eurasia: political, socio-economic, demographic and historical 
perspectives for Northeast Asia, 2017.9.6, Tohoku University, Sendai.
Katsumi FUJIWARA, Shrinks of the Russian Colonial Space in Harbin under 1930s: from the Minutes 
of Churin Company” International Conference  ”Migration Bridges in Eurasia: Political, Socio-Economic, 
Demographic and Historical Perspectives in Northeast Asia”, 6 September, 2017, 東北大学
［雑誌論文］
Norio Horie, The Positionality of Russia’s Far East Border Regions, Problems of Economic Transition, 
－ 87 －
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59(10), 2018, pp. 753-767, DOI: 10.1080/10611991.2017.1416835 （査読なし）
堀江典生「壁の向こう側：中央アジアから来た建築労働者たちの労働と暮らし」『ユーラシア研究』第
57号，2018，pp. 27-31（査読なし）
Н. Хорие, Позиционирование приграничных районов Дальнего Востока России в экономической и 
социальной структуре региона: происходящие перемены, журнал «ЭКО», No. 3, 2017, pp. 21-36（査読あり .
Тачибана Макото,“Вильсоны цаг үе ба Монголын хувь заяа: Үндэстний өөртөө засан тохинох зарчмын 
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研究題目
（和文）根室半島〜歯舞群島・色丹島の前弧マグマがもたらす地域環境システム
（英文）Social environment originated from forearc magmas at the Nemuro 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割







成瀬　　元 京都大学・准教授 堆積学 地形解析
Daniel Pastor Galan 本センター・JSPS 研究員 古地磁気学 古地理解析

























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［考古，気象］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項： アイヌ文化，擦文文化、オホーツク文化との関連


















最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］　
Hirano, N. (2017) Accretionary records on Japanese archipelago, NW Pacific rim. GSA Annual 
Meeting, 115-6. (October 23, 2017, Washington State Convention Center, Seattle, Washington, USA) ※
口頭発表
Yutani, T., Hirano, N. (2017) Igneous activities of the Paleo-Kuril forearc induced by Izanagi-Pacific 
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研究題目
（和文）複眼的方法論からみる中国における権威主義体制の強靭性





















































































学際性の有無 ［ 有 ］
参加した専門分野数：［４］　分野名称［政治学、社会学、
歴史学、経済学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項
社会還元性の有無 ［ 無 ］ ［内容］
























◦ Hiroko Naito, ”The Political Role of the People's Court in Authoritarian Regime Resilience in China”, 
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◦ Hiroko Naito,“Rule of Law” in Authoritarianism: the Chinese Communist Party’s Leadership and the 




◦ Hiroko Naito, “The Political Role of the People’s Court and Authoritarian Regime Resilience: The 
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研究題目
（和文）族譜編纂活動における現代中国人の歴史意識の研究









川口　幸大 文学研究科・准教授 文化人類学 広東省の漢族























































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［１］　分野名称［文化人類学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 
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研究題目
（和文）蔵王火山の活動の熱的・地球化学的モニタリング




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
後藤　章夫
東 北 ア ジ ア 研 究 セ ン
ター・助教
火山学
現 地 調 査，





















































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　　］　分野名称［　　　　　　　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項






















最終年度 該当　［ 無 ］
－ 98 －
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研究題目
（和文）東北アジア諸地域における清朝統治の歴史的意味に関する比較研究
（英文）Comparative study on the historical context of the imperial rule of the 


































中 央 ア ジ ア
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研究の目的と本年度
の成果の概要
























































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［１］　分野名称［歴史学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項
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研究題目
（和文）移動と流行：移民がもたらしたもの／持ち帰ったもの


















































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　　　］　分野名称［　　　　　　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項






































最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］
◦ Chie MIYAWAKI「Ethnic Dress as Fashion and Tradition: A Case Study of the Hmong in Yunnan, 
China」、Canadian Anthropology Society / International Union of Anthropological and Ethnological 








ン = Contact zone』9(2017) 、pp.264-278 、2017年12月、（執筆：宮脇千絵、編集：風戸真理）。 
◦ Nara, Masashi. 2018. Autonomy in Movement: Informal Islamic Pedagogical Activities among Hui 
Muslims in China. Déjà lu 6 (in press). 
［図書］　　　
稲澤 努 印刷中 「中国地方小都市における祭祀空間とその変遷――広東省汕尾を 事例として」『空間
史学叢書』第４号、空間史学研究会。
稲澤 努　印刷中「“ 后改革开放 ”时期的小城市寺庙——以广东省汕尾为例」范可・杨德睿 ( 編 )『“ 俗 ”
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研究題目
（和文）最新科学による遺跡調査ユニット





































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［　　］　分野名称［遺跡探査］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項















最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］
藤澤 一樹†   佐藤 源之、” 青森湾西岸断層帯における極浅部層構造の GPR による解釈 ,”









（英文）A Study of Russian-speaking People outside of Russia through Their 
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研究の目的と本年度
の成果の概要







国はいずれも EU と NATO の加盟国であり、旧ソ連内であるにもかかわらずも
はや「西側」の最前線となってロシアと経済的および軍事的な緊張関係にある。
しかし同時に、そこではロシア人をはじめとするロシア語系住民がラトビア
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学際性の有無 ［ 有 ］
参加した専門分野数：［４］　分野名称［ロシア語学、地域
研究、ロシア・ソビエト文学、演劇学、バルト語学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項







































最終年度 該当　［ 無 ］
－ 111 －

















（単著）Kumi TATEOKA（楯岡求美）, Georgian Stage Performance and Japan, ed. Numano M. Dialogue 
between Georgia and Japan, The Department of Contemporary Literary Studies, The Faculty of Letters, 
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研究題目
（和文）南三陸・仙台湾地域を対象とした次世代ジオツーリズムの構築





氏　名 所属・職名 専門分野 役割
宮本　　毅
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研究の目的と本年度
の成果の概要











































学際性の有無 ［ 有 ］
参加した専門分野数：［５］　分野名称［地学・農学・地理学・
考古学・建築学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項































－．日本土壌肥料学会2017年度仙台大会 . 東北大学青葉山新キャンパス（2017.9.5 〜 7）
［雑誌論文］
Kanno H (2017) Impact of the 2011 Tohoku-oki Earthquake Tsunami on Cultivated Soil in Miyagi 
Prefecture, Northeastern Japan: An Overview. The 2011 Japan Earthquake and Tsunami: Reconstruction 
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研究課題名
（和文）東北アジアにおける地質環境と「石」文化の長期的相互作用の研究
（英文）A multidisciplinary study on the long-term interaction of “Rock”-using 
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研究会活動
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国内連携 連携数（　） 機関名 
（金額単位：千円）
旅費等の明細
年度 国内旅費 金　額 海外旅費 金　額
H29 韓国出張旅費（仙台〜ソ
ウ ル ）10月28日 〜 11月
５日×２人分（外国分）
韓国出張旅費（仙台〜ソ































Ryosuke Kumagai. Comparative Study of the Tanged Points of Korea and Japan. Japan 　　
　　　Russia Workshop 2018: Asian Studies at NSU and TU III. 2018.2.20 Tohoku University.
［その他］　











秦昭繁「資源環境としての珪質頁岩の特徴 - 形成環境・分布状況・利用形態 -」東北アジア先史「石」
　　　文化への学際的視点－地質学・考古学からのアプローチ－ 2018.2.9 東北大学
－ 120 －
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研究課題名
（和文）仙台市博物館所蔵の矢羽の同定に基づくオジロワシ・オオワシ猟の復元
（英文）Restoration of the white-tailed sea eagle and  Steller's sea-eagle hunting 




























菅原　美咲 仙台市博物館・学芸員 歴史学 研究協力者
高倉　浩樹 東北大学東北アジア研究センター・教授 社会人類学 研究連携担当者
東北アジア研究センター　公募共同研究　成果報告書　2017
－ 121 －
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研究会活動
研究会等の内容 研究会：１回 国内会議：　回 国際会議：　回 その他：　回
プログラム
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研究課題名
（和文）宝石資源を持つ自然遺産の持続可能な保全のための学際的研究
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研究会活動
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本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［雑誌論文］
Takahashi N., Tsujimori T., Kayama M., Nishido H., 2017, Cathodoluminescence petrography of P-type 
jadeitites from the New Idria serpentinite body, California: Journal of Mineralogical and Petrological 
Sciences, v. 112, no. 5, p. 291-299, doi:10.2465/jmps.170403.
Nagashima K., Nishido H., Kayama M., Kurosaki Y., Ohgo S., Hasegawa H., 2017, Composition of Asian 




鹿山雅裕，Discovery of moganite in a lunar meteorite as a trace of H2O ice in the Moon’s regolith，
平成29年度学際科学フロンティア研究所成果報告会，仙台，2018年２月
高橋菜緒子，辻森樹，鹿山雅裕，西戸裕嗣，Cathodoluminescence petrography of P-type jadeitites 
from the New Idria serpentinite body, California，日本地球惑星科学連合2017年大会，千葉，2017年５
月
－ 128 －




（英文） Coping for the urban environmental problems through multi-layered 








































































研究会等の内容 研究会：０回 国内会議：１回 国際会議：０回 その他：０回
プログラム
日時：2018年２月３日 ( 土 ) 13:00-17:00
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（金額単位：千円）
旅費等の明細
年度 国内旅費 金　額 海外旅費 金　額







（佐藤）上海 ‐ 仙台 100,666
















佐藤憲行（2017年５月）「庫倫：移動僧院的 “ 都市化 ”」華東師範大学歴史学系・跨区域文明研究中心 “ 全
球視野下的城市空間、記憶与文化 ” 跨学科工作坊（華東師範大学）
佐藤憲行（2017年６月）「関于庫倫的俗人居住地区：以1820年代為例」復旦大学歴史地理研究中心主辦
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［雑誌論文］
Matsumiya, Y. (2017.8) Expansion and Internal Changes of Ger Areas in Ulaanbaatar, Mongolia, with an 










八尾廣（2018年発行予定）A Proposal for The Improvement of the Detached Houses and  Living Environment 
of the Ger Area, Ulaanbaatar , "The Eleventh International Congress of Mongolists" The General Theme: 
Mongolian Studies and Sustainable Development (Ulaanbaatar 2016.08.15-18) Congress Theme: 
Mongol Studies and Sustainable Development,  SectionIII: Studies on Mongolian Culture and Literature, 
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11日〜 11月15日、全10回）　毎回11名、全10回でのべ110名



























































































「Population Dynamics and Transformation of Human Settlements and Their Relation to 





















































◦ Food sources contributing to the diet of common and crucian carps in a shallow,temperate, 




















































◦ 最 近 の 研 究 会・ シ ン ポ ジ ウ ム 等： 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム「MIGRATION BRIDGES IN EURASIA: 






◦最近の研究会・シンポジウム等：講演会「地図がつくったタイ：国民国家誕生の歴史 “Maps as 





















英文ニューズレター『The Bulletin CNEAS vol.5』　2018年３月発行
海外の東北アジア研究者および関連研究機関との交流を促進するため、年1回発行している英文
ニューズレター『The Bulletin CNEAS vol.5』を出版した。本研究センターの活動状況や諸情報を採録
した。特に、センターでの客員教授、客員研究員との連携を継続・発展させる重要な目的がある。
◦ Focus: Political responsibilities that tie international tuna negotiations to the dinner table (Atsushi 
Ishii)
◦ Recent Events : The environment in Northeast Asia: Cultural perceptions and policy involvement, 
Session A (Hiroki Takakura)
◦ Recent Events Recent communication circumstances in western Siberia in Russia (Shuichi Shikano)
◦ Recent Events: Center for Northeast Asian Studies Symposium “Historical Materials Research and 
Regional History Research”: Session 2 “The Preservation of Historical Materials Research in Future” 
(Yoichi Takahashi)
◦ Recent Events: Japan Russia Workshop 2017 (Hiroki Oka)
◦ Recent Events: The activity Zao volcano and what I have realized through its survey (Akio Goto)
◦ Awards: Director Hiroki Oka was conferred a decoration by Mongolia (To Hiroki Oka)
◦ Awards: Monograph of papers contributed by researchers of the Center for Northeast Asian 
Studies, Siberia: Water and Social Environments in the Warming Far North, received the 2016 
Scholarly Publishing Award of the Japan Society of Hydrology and Water Resources (To Hiroki 
Takakura and Atsushi Ishii)
◦ New Staffs and Visiting Scholars
◦ Publications
◦ Letters：Twenty years of collaborative work with Tohoku University. (Vladimir Belosludov, 
Professor, Institute of inorganic chemistry, SB, RAS, Russia)
◦ Letters：The term Classical Mongolian Study and the CNEAS. (Tsevel SHAGDARSUREN (G), NUM 







































MIGRATION BRIDGES IN EURASIA: POLITICAL, SOCIO-ECONOMIC, DEMOGRAPHIC AND HISTORICAL 
PERSPECTIVES FOR NORTHEAST ASIA
Date: September 6-7, 2017 (Thursday) 
－ 148 －
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Place:Multimedia Education and Research Complex (A05)6F, Kawauchi North Campus, Tohoku 
University
◆ Opening ceremony (09:30-09:45)
① Hiroki TAKAKURA, Professor; Doctor of Letters, Center for Northeast Asian Studies, Tohoku 
University (Sendai, Japan)
② Norio HORIE, Professor; Deputy of Director of the Center of Far Eastern Studies of the University 
of Toyama (Toyama, Japan)
③ Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor; Corresponding Member of the Russian 
Academy of Sciences, Head of the Center for Social Demography of the Institute of Socio-Political 
Research of the Russian Academy of Sciences; Head of the Department of Demographic and 
Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
◆ Session № 1. “Historical Perspective on Multi-National Community in Mongolia” (09:45-11:30)
Artem S. LUKYANETS, PhD (Economics); Leading Researcher of the Centre of Social Demography 
of the Institute of Socio-Politic Research of the Russian Academy of Sciences; Associate Professor 
of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign 
Affairs of Russia (Moscow, Russia)
① Makoto TACHIBANA (Doctor of Letters, Associate Professor of the Shimonoseki University)
　"Conflict and Coexistence over Taxation in Early 20th Century Mongolia: System and Reality”
② Hiroki OKA, Doctor of Letters, Professor; Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University 
(Sendai, Japan)
　“The Demographic Movement in the Qing Era in Mongolia: Prelude to the Modern Migration”
③ Katsumi FUJIWARA, Dr. (Economics), Professor, Osaka University
　“Shrinks of the Russian Colonial Space in Harbin under 1930s: from the Minutes of Churin 
Company”
◆ Session № 2: “Chinese Migration in Northeast Asia” (11:30-12:30)
Moderator of Session：
Norio HORIE, (Professor; Deputy of Director of the Center of Far Eastern Studies of the University 
of Toyama) (Toyama, Japan)
① Ekaterina L. MOTRICH, Dr. (Economics), Leading Researcher, Institute of Economic Research 
of the FEB RAS (Khabarovsk, Russia); Dmitry A. IZOTOV, PhD (Economics), Senior Researcher, 
Institute for Economic Research of the Far-Eastern Branch of the Russian Academy of Sciences 
(Khabarovsk, Russia)
　“Transformation of Chinese migration in the Russian Far East”
② Svetlana N. MISHCHUK, PhD (Economics); Scientific Secretary, Institute for Complex Analysis of 
Regional Problems of the Far Eastern Branch of the Russian Academy of Sciences (Birobidzhan, 
Russia)
　“Russian-Chinese Economic Cooperation in the Border Regions of the Far East of Russia”
③ Zafar K. VAZIROV, PhD Student, Russian University (RUDN-University) (Moscow, Russia)
　“Chinese migration to Central Asia: trends and consequences”
◆ Session № 3. “Migration in the Borderlands between Russia and China”
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Moderator of Session (14:00-15:30)
Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor; Corresponding Member of the Russian 
Academy of Sciences, Head of the Center for Social Demography of the Institute of Socio-Political 
Research of the Russian Academy of Sciences; Head of the Department of Demographic and Migration 
Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
① ALTANOCHIR, Dr. (Economics), Professor; Institute of China's Borderland Studies, The Chinese 
Academy of Sciences“Russian Migration in China”Sergei TKACHEV, PhD (History), Professor; Far 
Eastern Federal University
　“Chinese Labor Migrants in Russian Far East and Manchuria in Early XX Century”
② Igor SAVELIEV, PhD, Professor, Nagoya University
　“The Demarcation of the Eastern Border of the Russian Empire and the Space of Chinese 
Migration (1858-1900)”
◆ Session № 4. “Migration, Security and Development in the Border Areas of Northeast Asia” 
(15:30-17:00)
Moderator of Session / 
Alexander A. GREBENYUK, PhD (Economics); Deputy Director of the Higher School of Modern 
Social Sciences, Lomonosov Moscow State University (Moscow, Russia)
① Marina N. KHRAMOVA, PhD (Physic-Mathematics); Leading Researcher of the Centre of Social 
Demography of the Institute Socio-Political Research of the Russian Academy of Sciences; 
Associate Professor of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) 
Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
　“Migratory Component of the Demographic and Socio-Economic Development of the Russian Far 
East Regions”
② Natalia V. SHEVCHENKO, PhD (Economics); Senior Researcher of the Laboratory of Demographic 
Processes Research, Research University Belgorod State University (Belgorod, Russia)
　“Migration in the Russian-Ukrainian borderlands”
September 7st, 2017 (Thursday) 
◆ Session № 5. “Migrants and Host Societies in Northeast Asia” (09:30-11:00)
Moderator of Session / Hiroki OKA, Professor; Center for Northeast Asian Studies, Tohoku 
University (Sendai, Japan)
① Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor, Corresponding Member of the Russian 
Academy of Sciences; Head of the Center for Social Demography of the Institute of Socio-Political 
Research of the Russian Academy of Sciences; Head of the Department of Demographic and 
Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
　“Assessment of Consequences of Emigration for Russia”
② Artem S. LUKYANETS, PhD (Economics); Leading Researcher of the Centre of Social Demography 
of the Institute of Socio-Politic Research of the Russian Academy of Sciences; Associate Professor 
of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign 
Affairs of Russia (Moscow, Russia)
　“Emigration of Youth from Russia: the Asian Vector”
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③ Svetlana Yu. SIVOPLYASOVA, PhD (Economics), Associate Professor; Leading Researcher of 
the Centre of Social Demography, Institute Socio-Political Research of the Russian Academy of 
Sciences, Associate Professor of the Moscow Aviation Institute (Moscow, Russia)
　“Russian Women in the Marriage Markets of Japan, Korea and China”
◆ Session № 6. “The Contribution of Labour Migration to the Demographic and Socio-Economic 
Development of Northeast Asia” (11:00-12:30)
Moderator of Session: Mayu MICHIGAMI, PhD (Economics); Associate Professor, Faculty of 
Economics, Niigata University (Niigata, Japan)
① Norio HORIE, Professor; Deputy of Director of the Center of Far Eastern Studies of the University 
of Toyama (Toyama, Japan)
　“Addressing Chinese and North Korean Labor Migration in the Context of Russia's Reorientation 
to Asia”
② Roman V. MANSHIN, PhD (Economics), Associate Professor; Leading Researcher of the Center 
for Social Demography of the Institute of Socio-Political Research of the Russian Academy of 
Sciences; Associate Professor of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO 
(University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
　“Labour Migrants from East and South-East Asia Countries on the Russian Labour Market”
③ Alexander A. GREBENYUK, PhD (Economics); Deputy Director of the Higher School of Modern 
Social Sciences, Lomonosov Moscow State University (Moscow, Russia)
　“The Impact of Labor Migration on the Development of the Human Capital of the Host Countries”
◆ Session № 7. “Integration of Migrants in the Communities of North-East Asia” (14:00-15:30)
Moderator of Session: Roman V. MANSHIN, PhD (Economics), Associate Professor; Leading 
Researcher of the Center for Social Demography of the Institute of Socio-Political Research of the 
Russian Academy of Sciences; Associate Professor of the Department of Demographic and Migration 
Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
① Victoria Yu. LEDENEVA, Dr. (Sociology), Associate Professor; Head of the Department of Conflict 
and Migration Security of the Russian Presidential Academy of National Economy and Public 
Administration (Moscow, Russia)
　“Integration of Labor Migrants into Russian Society: the Experience of the Countries of North-
East Asia”
② Mayu MICHIGAMI, PhD (Economics); Associate Professor, Faculty of Economics, Niigata 
University (Niigata, Japan)
　“Housing condition of Labour Migrants in Russia: Interim Report of Questionnaire Survey”
③ Gaik R. TRUNIAN, PhD (Sociology); Director of the Autonomous Non-Commercial Organization of 
Additional Education “The World Without Borders” (Rostov-on-Don, Russia)
　“Experience of Using Public-Private Partnership in Managing External Labour Migration in 
Russia”
◆ Session № 8. “Management of Migration in the Northeast Asia” (15:30-17:00)
Moderator of Session 
Moderator of Session: Sergey V. RYAZANTSEV, Dr. (Economics), Professor, Corresponding Member 
of the Russian Academy of Sciences; Head of the Center for Social Demography of the Institute of 
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Socio-Political Research of the Russian Academy of Sciences; Head of the Department of Demographic 
and Migration Policy, MGIMO (University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
① Gyulnara I. GADZHIMURADOVA, PhD (Philosophy), Associate Professor, Senior Researcher of the 
Centre of Social Demography of the Institute Socio-Political Research of the Russian Academy of 
Sciences; Associate Professor of the Department of Demographic and Migration Policy, MGIMO 
(University) Ministry of Foreign Affairs of Russia (Moscow, Russia)
　“Muslim Migration to Northeast Asia”
② Mavlon Dj. AZIMOV, Dr. (Economics), Professor; Head of the Department of Economic Theory 
of the Institute of Economics and Trade of the Tajik State University of Commerce (Khudjand, 
Tajikistan)
　“Labor Migration in Tajikistan: Trends and Approaches to Management”
◆ Close of the Conference（17:00-17:30）
東北大学東北アジア研究センター
「東北アジア地域の環境・資源に関する研究連携ユニット」第10回共催講演会








Date ＆ Time: October 10, 2017 15:00 〜 17:00
Place: 4th Floor, Center for Northeast Asian Studies (A07), Kawauchi Campus, Tohoku University
講　師：Prof. Thongchai W. (University of Wisconsin / IDE-JETRO)
題　目：“Maps as language: Map and Siam”
Commentator : Dr. Imaizumi Shinya (Institute of Developing Economies-JETRO)
　　　　　　　Prof. Oka Hiroki (CNEAS, TU)























◆ Session A：Migration and refugee in the Northeast Asia(10:20-12:20)
Chair:Akihiro Iwashita (Hokkaido University, Japan)
① Hyunjoo Naomi Chi (Hokkaido University, Public Policy School, Japan)
② Mitsuhiro Mimura（The Economic Research Institute for Northeast Asia, Japan）
③ Yuji Fukuhara (University of Shimane, Japan) 
④ Sergey GOLUNOV (Kyushu University, Center for Asia-Pacific Future Studies)
Commentator: Jong Seok Park (Kyushu University, Japan) 
◆ Session B：Migration, refugee and environment(13:30-15:30)
Chair:Jusen Asuka (Tohoku University, Japan)
① Nina Hall (John Hopkin's School of Advanced International Studies (SAIS), Bologna, Italy)
② John Campbell (University of Waikato, New Zealand)
③ Benoit Mayer (Chinese University of Hong Kong)
Commentator:Kentaro Ono (Honorary consul of the Republic of Kiribati in Sendai, Japan)
◆ Round table discussion









①ニナ・ホール ( 米ジョンホプキンス大学国際関係学科准教授 )
　演題：「気候変動難民の全体状況と国際機関の役割」
②ジョン・キャンベル ( ニュージーランド・ワイカト大学地理学准教授 )
　演題「太平洋島嶼国における気候変動難民の現状と課題」
③ブノワ・メイヤー ( 香港中文大学法律学部助教 )
－ 153 －




②明日香壽川 東北大学東北アジアセンター / 環境科学研究科教授
③小野寺ゆうり FoE Japan 顧問（気候変動交渉担当）
④柳井真結子 FoE Japan スタッフ（気候変動と適応プロジェクト担当）
共　催：人間文化研究機構（NIHU）北東アジア地域研究推進事業
　　　　東北大学 東北アジア研究センター拠点、国際環境 NGO FoE Japan 
講演会：「講座：地域の歴史を学ぶ ◎大崎 江戸時代の民間天文暦学～名取春仲が伝えたもの～」
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の道）」東北大学東北アジア研究センター拠点
東北アジア研究センターユニット「東北アジアにおける大気環境管理スキームの構築」


























































場　所：東北大学 青葉山キャンパス 環境科学研究科本館 第三講義室
【テーマ】















②秦昭繁「資源環境としての珪質頁岩の特徴 - 形成環境・分布状況・利用形態 -」
＜研究発表＞
－ 156 －








玉（ギョク） - その起源と東北アジア先史の「石」文化 -
日　時： 2018年２月10日（土）14：00 〜 17：00
場　所： 東北大学川内北キャンパス　川内講義棟 B 棟200教室
趣旨説明、センター長挨拶













































Japan Russia Workshop 2018: Asian Studies at NSU and TU III.
Date: 20 February, 2018, 10:00-17:40
Place: Kawauchi Research Forum 4F, Conference room Center for Northeast Asian Studies, Tohoku 
University
◆ Program
Opening remarks: TAKAKURA Hiroki (10:00)
Opening remarks: ZUEV Andrew (10:05)
◆ Lectures
① M. I. EPOV, A. P. FIRSOV, I. N. ZLIGOSTEV (10:10-11:50)
　Humanitarian Aspects of the Application of Geophysical Methods within Environmental Studies: 
Based on Materials from Siberia
② VOYTISHEK Elena (Prof., Institute of Humanities, NSU) (11:00-11:40)
　The Politics and Art of Incense: Daimyo Date Masamune and Japanese Traditional Culture.
③ ZUEV Andrew (Director. Institute of Humanities, NSU) (13:00-13:40)
　The Legitimization of Russian Monarch’s Power over Siberian Peoples in the End of XVI – 
Beginning of XVIII Centuries
④ NAITO Hiroko (Center for Northeast Asian Studies, TU.) (13:40-14:20)
　“Rule of Law” in Authoritarianism: the Chinese Communist Party’s Leadership and the Revision of 
the Environmental Protection Law in China
◆ Presentations
① SHABANOV Dmitry (Institute of Humanities, NSU) (14:20-15:00)
Zheng He’s Treasure Fleet Withdrawal in Non-Capitalist Economy Perspective
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② SAITO Mutsuki (Grad. Sch. of Environmental Studies, TU.) (15:15-15:35)
　An Anthropological Study of ‘Animal Slaughtering’: Focusing on the Slaughtering of Reindeers 
among the Koryak
③ BORISOV Dmitriy (Institute of Humanities, NSU) (15:35-15:55)
　The Transitional Nature of Cao Cao’s Appointments of the Provincial Officials in the Later Han 
Period: A Case Study Based on the 1st Chapter of the Sanguozhi
④ KUMAGAI Ryosuke (Grad. Sch. of Arts and Letters, TU.) (15:55-16:15)
　Comparative Study of the “Tanged Points” in Korea and Japan
⑤ RECHKALOVA Anastasia (Institute of Humanities, NSU) (16:15-16:35)
　Chrysanthemum Seal ( 菊紋 Kikumon): Perception of the Historical Symbol
⑥ FUKUNAGA Haruka (Grad. Sch. of Arts and Letters, TU.) (16:35-16:55)
　Three Short Stories of Mu Shiying: Shanghai in the Experimental Literature of the 1930s
⑦ WU Xiaotong (Grad. Sch. of International Cultural Studies, TU.) (16:55-17:15)
　Successor Newspapers of the CHENBAO（晨報）and Chinese politics after 1928
⑧ ZHANG Xiaorong (Center for Northeast Asian Studies, TU.) (17:15-17:35)
　Mongolian Secondary School Education in Eastern Inner Mongolia during the Manzhouguo 
Period —Case Study of KingGan College-Closing Remarks: OKA Hiroki (17:35)
　Jointly organized by
　Office of Japan-Russia Relations, TU.
　Center for Northeast Asian Studies, TU.
　Graduate School of Arts and Letters, TU.
　Graduate School of International Cultural Studies, TU.
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シンポジウム：気候変動「難民」― 大規模災害などにより住む場所を追われる人々
日　時：2018年２月26日（月）13：30－17：15（開場 13：00）













…明日香壽川 東北大学 東北アジア研究センター / 環境科学研究科 教授
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映画上映：『海からのメッセージ』
（“Pesan Sang Samudera: Catatan dan Harapan 10 Tahun Tsunami Aceh”） 
監　督：Mahruza Murdani、［英語字幕つき］
解　説：Mahruza Murdani 氏 
質疑応答およびディスカッション（司会 福田雄） 
人間文化研究機構 北東アジア地域研究推進事業 国際シンポジウム
New Trends of Ecological-Environmental Anthropology of Northeast Asia
Date: Friday March,9, 2018, 14:00-18:00 (Open 13:30)
Venue: CAHE Lounge, A07 Building 1F, Kawauchi, North Campus, Tohoku University
14:00-14:10　Opening Remarks by Hiroki Takakura
14:10-14:40
■ Oleg Kuznetsov (Museum of Cultural and Natural history of Trans-Baikal region) 
Evenki on the move: Environmental Challenge and Cultural response(North Trans-Baikal case 
study)
14:40-15:10
■ Mari Kazato (Hokusei Gakuen University) and Battur soyollkham(Bagatumuruch Co. Ltd)
The Governmental Measures and Fire Fighting Practices against the Transboundary Forest, 
Steppe Fires in the Eastern Mongolia
15:30-16:00
■ Tamara Litivinenko(Institute of Geography RAS)
Instability and Stability of Human Settings in Eastern Russia and Their Relation to Ethnicity and 
Natural Resource Use
16:00-16:30
■ Yuka Oishi (JSPS&Tohoku University)
Safety net which pensioners and motorboats set: an ethnographic point of view to the problem of 
fishing restriction in Synia River of Western Siberia
16:30-17:00 Comment
■ Nikolay Kradin(Institute of History, Archaeology and Ethnology, Far-Eastern Branch of the 
Russian Academy of Sciences) 
■ Hibi Watanabe(Tokyo University)
17:00-17:50　General discussion
17:50-18:00　Closing remarks
Organizer: Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University
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教員の研究活動
（2017）


















　1995年〜 現在　 　 1930年代ソ連の鉄道・動員・備蓄政策







　2011年〜 2015年　スターリンと新疆 : 1931 〜 1949年
　2015年〜 2017年　スターリンとモンゴル




































































































　2013年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　教授





　2007年〜 現在　 　 シベリアの環境変動と先住民の生態適応
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「SSH 総合の時間（JST)」に基づく研究訪問受け入れ（小中高との連携） 2017年４月〜 2017年４月
ロシア・シベリア研究分野
－ 168 －
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北極の未来と科学（2017年怒北極域研究推進プロジェクト公開講演会 in ISAR 5）（公開講座）　2018
年１月〜 2018年１月
外部機関における活動（2017年４月〜 2018年３月）





Северо-Восточный гуманитарный вестник (ИГИ и ПМНС, СО РАН) Foreign member　2014年04月〜
現在
日本学術会議第23-24期連携会員（地域研究）　2014年10月〜 2017年09月




Editorial Advisory Board of Journal Sibirica (Berghahn) Member of Edirotial Board　2018年01月 〜
2022年12月
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Why cultural heritage is important in disaster risk reduction?[World Bosai Forum]
（2017年11月25日〜 2017年11月28日，日本国，Sendai) 口頭（招待・特別）
国際会議　主催・運営（2017年４月〜 2018年３月）
　5th international Symposium on Arctic Research







1）　Global Warming and Human - Nature Dimension in Northern Eurasia. [Springer, (2017) ８月 ]
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研究論文（2017年４月〜 2018年３月）
1）　Permafrost livelihoods: A transdisciplinary review and analysis of thermokarst-based systems of 
indigenous land use. [Anthropocene, 18, (2017), 89-104] （査読あり）
Susan Cratea, Mathias Ulrichb, J. Otto Habeckc, Aleksey R. Desyatkind, Roman V. Desyatkind, 
Aleksander N. Fedorove, Tetsuya Hiyama, Yoshihiro Iijima, Stanislav Ksenofontov, Csaba M e sz a 
ros, Hiroki Takakura 
2）　Local Perception of River Thaw and Spring Flooding of the Lena River. [Global Warming and 
Human - Nature Dimension in Northern Eurasia Editors: Hiyama, Tetsuya, Takakura, Hiroki. 
Springer, (2017), 29-51] （査読あり）
　　Hiroki Takakura 
3）　Ice Movement in the Lena River and Effects of Spring Flooding on Human Society: An 
Interpretation of Local Sources Integrated with Satellite Imagery in a Multidisciplinary Approach. 
[Global Warming and Human - Nature Dimension in Northern Eurasia Editors: Hiyama, Tetsuya, 
Takakura, Hiroki. Springer, (2017), 101- 123] （査読あり）
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凍土への影響は言及されていたが、それらは主に北極海沿岸部の事例であり、北緯67度付近の森林
地帯の具体的状況について長期的時間軸をいれて解明したのは世界初である。また東シベリアの気
候変動についての文理融合研究については国際共著学術図書として『Global Warming and Human - 












記 ISAR ５や１月「内陸の＜水—人＞関係再考」ワークショップ（共催）や、３月開催の「New Trends 
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研究論文（2017年４月〜 2018年３月） 












































































1996年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　助教授
1996年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　教授
1997年〜 現在　 　 東北大学大学院国際文化研究科　助教授
2000年〜 2001年　東北学院大学文学部　非常勤講師
2003年〜 現在　 　 東北大学大学院環境科学研究科　助教授
2005年〜 2006年　尚絅学院大学総合人間科学部　非常勤講師
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Demographic Movement in the Qing Era in Mongolia: Prelude to the Modern Migration」と題して、
研究代表者を務めるこの科研費でロシア科学アカデミーや中国社会科学院の研究者を招聘して共



































2007年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　准教授
研究経歴







































（2018年３月10日〜 2018年３月10日） 口頭（一般） 
国内会議　主催・運営（2017年４月〜 2018 年３月） 
科研費（基盤研究（B）（海外））「オーラルヒストリーによる旧ソ連ロシア語系住民の口頭言語と対
ソ・対露認識の研究」第２回研究会
（2018年３月10日〜 2018年３月10日） ［主催］主催者（科研費研究組織代表者） 

























































































1996年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　教授





































〜 viii 頁）、第８章（越境者をめぐる家族誌・個人誌記述について、131 〜 149 頁）、あとがき（150







































































2004年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　教授
2004年〜 現在　 　 東北大学文学研究科科学技術論　教授
2004年〜 現在　 　 東北大学環境科学研究科環境科学・政策論　教授
2010年〜 2013年　（公益財団法人）地球環境戦略研究機関　気候変動グループ　ディレクター
研究経歴






























　［パリ COP21 の結果を踏まえた各国の温室効果ガス削減目標および政策の分析評価］ 
著書（2017年４月〜 2018年３月） 
1）　進藤永一 朽木昭文 松下和夫共編『東アジア連携の道をひらく：脱炭素社会・エネルギー・食料』
（執筆担当部分）「環境安全保障の力学 - 石炭火力依存からの脱却を：Ⅱ部９章． ［花伝社，（2017）
９月］
　　明日香　壽川
2）　Globalization of Low-Carbon Technologies the Impact of the Paris Agreement, Anbumozhi 
Venkatachalam, and
　　Kalirajan Kaliappa (Eds.))（執筆担当部分）chapter11 "INDC Costs and Experiences in Removing 


































































































































2000年〜 現在　 　 国際環境レジームの科学アセスメントについての研究に従事
2005年〜 現在　 　 炭素隔離技術の社会的側面に関する研究に従事
2005年〜 現在　 　 日本の捕鯨外交についての研究に従事
2011年〜 現在　 　 国際漁業資源ガバナンスについての研究に従事
2013年〜 現在　 　 東アジアの越境大気汚染についての研究に従事






























Towards co-producing environmental scenario research: A case of climate engineering[JpGU-AGU 
Joint Meeting 2017]
（2017年５月20日〜 2017年５月25日，日本国，千葉）口頭（招待・特別）






















Shouting at Japan won’t stop Antarctic whaling（その他）　2017年〜 2017年
The 17th Session of the International Scientific Committee for Tuna and Tuna-like Species in the 













1）　The Asia-Pacific’s role in the emerging solar geoengineering debate. [Climatic Change, (2017)] （査
読あり）
　　Masahiro Sugiyama,Shinichiro Asayama,Atsushi Ishii,Takanobu Kosugi,John C. Moore,Jolene 
Lin,Penehuro F. Lefale,Wil Burns,Masatomo Fujiwara,Arunabha Ghosh,Joshua Horton,Atsushi 
Kurosawa,Andy Parker,Michael Thompson,Pak-Hang Wong,Lili Xia 
2）　Selling stories of techno-optimism? The role of narratives on discursive construction of carbon 
capture and storage in the Japanese media. [Energy Research & Social Science, 31C, (2017), 50-
59] （査読あり）
　　Shinichiro Asayama,Atsushi Ishii 
3）　Making sense of climate engineering: a focus group study of lay publics in four countries. [Climatic 
Change, 145 (1-2), (2017), 1-14] （査読あり）
　　Victoria Wibeck,Anders Hansson,Jonas Anshelm,Shinichiro Asayama,Lisa Dilling,Pamela M. 
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に一石を投じるものである。同論文は Sustainability Science 誌の2017年における最優秀論文（2017 
Sustainability Science Best Paper Awards）を受賞した。
日本・朝鮮半島研究分野
－ 195 －




























































































































































研究論文（2017 年４月〜 2018年３月） 
1）　A phylogenetic overview of the genus Vertigo O. F. M u ller, 1773 (Gastropoda: Pulmonata: 
Pupillidae: Vertigininae). [Malacologia, (in press), (2017)] （査読あり）
　　Nekola, J.C., Chiba, S., Coles, B.F., Drost, C.A., Proschwitz, T., Hors a k, M. 
2）　Genetic diversification of intertidal gastropoda in an archipelago: The effects of islands, oceanic 
currents and ecology.. [Marine Biology, 164, (2017)] （査読あり）
　　Yamazaki, D., Miura, O., Ikeda, M., Kijima, A., Do Van Tu, Sasaki, T., Chiba, S. 
3）　Declining soil Crustacea in a World Heritage Site caused by land nemertean.. [Scientific Reports, 7, 
(2017), 12400] （査読あり）
　　Shinobe, S., Uchida, S., Mori, H., Okochi, I., Chiba, S. 
4）　Single-gene speciation: Mating and gene flow between mirror-image snails. [Evolution Letters, 
(online), (2017)] （査読あり）
　　Richards, P.M., Morii, Y., Kimura, K., Hirano, T., Chiba, S., Davison, A. 
5）　Genetic and morphometric rediscovery of an extinct land snail on oceanic islands.. [Journal of 
Molluscan Studies, 84, (2018)] （査読あり）















































































































2）　Food sources contributing to the diet of common and crucian carps in a shallow, temperate, 
eutrophic lake.[Northeast Asian Studies, 22, (2018), 29-40]（査読あり）
　　Yasuno N, Fujimoto Y, Shimada T, Shikano S, Kikuchi E.
地域生態系研究分野
－ 204 －



















































2004年〜 2006年　スタンフォード大学地質学環境学科　客員研究員 / 海外特別研究員
2006年〜 2006年　金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー　講師（非常勤機関研究員）


















Journal of Metamorphic Geology (John Wiley & Sons) 編集審査委員　2012年01月〜現在
International Geology Review (Taylor & Francis) 編集審査委員　2013年01月〜現在
Geologica Acta 誌 (Biblioteca de Geologia: UB-CSIC) 編集幹事　2013年01月〜現在



















　Frontiers in Science「科学の最前線」（オムニバス形式）　2017年〜 2018年
学術受賞（2017年４月〜 2018年３月）
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研究論文（2017年４月〜 2018年３月）
1）　Relict chromian spinels in Tulu Dimtu serpentinites and listvenite, Western Ethiopia: Implications 
for the timing of listvenite formation. [International Geology Review, 59 (13), (2017), 1621-
1631]（査読あり）
　　Sofiya A., Ishiwatari A., Hirano N., Tsujimori T.
2）　Eclogite varieties and petrotectonic evolution of the northern Guatemala Suture Complex. 
[International Geology Review, 59 (5-6), (2017), 721-740]（査読あり）
　　Martens U. C., Tsujimori T., Liou J. G.
3）　Kimberlites and the start of plate tectonics: Reply. [Geology, 45 (1), (2017), e406-e406]（査読あ
り）
　　Stern R. J., Leybourne M. I., Tsujimori T.
4）　Cathodoluminescence petrography of P-type jadeitites from the New Idria serpentinite body, 
California.[Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 112 (5), (2017), 291-299]（査読
あり）
　　Takahashi N., Tsujimori T., Kayama M., Nishido H.
5）　Early Paleozoic jadeitites in Japan: An overview. [Journal of Mineralogical and Petrological 
Sciences, 112 (5), (2017), 217-226]（査読あり）
　　Tsujimori T.
6）　Jadeitite (jadeite jade) from Japan: History, characteristics, and perspectives. [Journal of 
Mineralogical and Petrological Sciences, 112 (5), (2017), 184-196]（査読あり）
　　Tsujimori T., Harlow G.E.
7）　Gem sparkles deep: Preface of the special issue on ‘Jadeite and jadeitite’. [Journal of 
Mineralogical and Petrological Sciences, 112 (5), (2017), 181-183]（査読あり）




石およびひすい輝石岩）」に関しての特集号（日本鉱物科学会英文誌 Journal of Mineralogical and 
Petrological Sciences 第112巻５号）に収録された。同翡翠特集号は招待論文の執筆だけでなく、ゲ
ストエディターとして編集を行った。翡翠に関する鉱物学的・地質学的な研究論文を集めた学術論文







球惑星科分野の学術雑誌においてトップ10％の優秀査読者「Sentinels of Science Award 2016: Earth 
and Planetary Sciences」を Publons から受賞したのに引き続き、２年連続となる地球惑星科分野の
学術雑誌においてトップ１％の優秀査読者「Peer Review Award 2017: Top reviewers for Earth and 
地球化学研究分野
－ 208 －































2001年〜 現在　 　 新種の火山・プチスポットの成因
2002年〜 現在　 　 西太平洋プレート上の海山群の年代学
2010年〜 現在　 　 南鳥島の形成史
2012年〜 現在　 　 プチスポット火山の二酸化炭素放出量
2013年〜 現在　 　 根室帯に貫入するアルカリマグマの成因
2015年〜 現在　 　 海洋プレート下のアセノスフェアの化学組成
2015年〜 現在　 　 北海道付加体に取り込まれたアルカリ玄武岩の成因
地球化学研究分野
－ 210 －































Igneous activities of the Paleo-Kuril forearc induced by Izanagi-Pacific ridge[JpGU-AGU Joint Meeting
2017]
（2017年５月20日〜 2017年５月25日，日本国，Chiba）口頭（招待・特別）
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（2017年５月20日〜 2017年５月25日，日本国，Chiba）口頭（招待・特別）
Existence of CO2-rich melt in the asthenosphere evidenced by petit-spot[JpGU-AGU Joint Meeting 
2017]
（2017年５月20日〜 2017年５月25日，日本国，Chiba）口頭（招待・特別）
Structure of asthenosphere interpreted by submarine petit-spot volcanoes[AOGS 14th Annual 
Meeting]
（2017年８月６日〜 2017年８月11日，シンガポール，Singapore）口頭（一般）
Origin of diagenetic signal in hydrogenetic ferromanganese crusts from petit-spot volcanoes[AOGS 
14th Annual Meeting]
（2017年８月６日〜 2017年８月11日，シンガポール，Singapore）口頭（一般）
Accretionary records on Japanese archipelago, NW Pacific rim[The Geological Society of America 
129th Annual Meeting]
（2017年10月22日〜 2017年10月25日，アメリカ合衆国，Seattle）口頭（一般）
Mantle compositions below petit-spot volcanoes of the NW Pacific Plate[2017 AGU Fall Meeting]
（2017年12月10日〜 2017年12月15日，アメリカ合衆国，New Orleans）ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2017年４月〜 2018年３月）
Direct-ascended petit-spot magma from asthenosphere with little or no assimilation[JpGU-AGU Joint
Meeting 2017]
（2017年５月20日〜 2017年５月25日，千葉）口頭（一般）
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2）　Petit-spot as definitive evidence for partial melting in the asthenosphere caused by CO2. [Nature 
Communications, 8, (2017), 14302]（査読あり）
　　Shiki Machida, Tetsu Kogiso, Naoto Hirano
3）　Electrical conductivity of old oceanic mantle in the northwestern Pacific I: 1-D profiles suggesting 
differences in thermal structure not predictable from a plate cooling model. [Earth, Planets and 
Space, 69, (2017), 111]
Kiyoshi Baba, Noriko Tada, Tetsuo Matsuno, Pengfei Liang, Ruibai Li, Luolei Zhang, Hisayoshi 
Shimizu, Natsue Abe, Naoto Hirano, Masahiro Ichiki, Hisashi Utada
4）　Garnet xenocryst from petit-spot lavas as an indicator for off-axis mantle refertilization at 
intermediate spreading ridges. [Geology, 45 (12), (2017), 1091-1094]（査読あり）
　　L. Rochat, S. Pilet, O. M ü ntener, T. Duretz, L. Baumgartner, N. Abe, N. Hirano
5）　Direct ascent to the surface of asthenospheric magma in a region of convex lithospheric flexure. 
[International Geology Review, (2017)]（査読あり）
Yuki Sato, Naoto Hirano, Shiki Machida, Junji Yamamoto, Masao Nakanishi, Teruaki Ishii, Arashi 
Taki, Kazutaka Yasukawa, Yasuhiro Kato
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
沈み込むプレートの構造や変動過程は、これまで調査船による海底音響測深を用いた海底地形観測








表された（Sato, Hirano et al., 2017, Int'l. Geol. Rev.）。また、更に詳細な岩石組成の変化について、成
果公表を進めている。
研究成果としては、既述の Sato, Hirano et al. (2017) Int'l. Geol. Rev. 以外に、Rochat et al. (2017) 
Geology 45 (12), 1091-1094.、Baba et al. (2017) Earth, Planet. Space 69, 111.、平野 (2017) 地学雑誌, 







































1999年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　助教
研究経歴
1990年〜 現在　 　 マグマレオロジーの実験的研究
1999年〜 現在　 　 火山爆発



















































































実験前の1986年 LC 溶岩は微細結晶の集合体からなる完晶質だが，SEM 観察により，実験後の試
料にはデンドライトの晶出したメルトが認められた．1060℃及び1080℃に加熱後急冷した試料でメ
ルト組成を分析し，それぞれの温度での粘性係数をGiordano et al. (2008)のモデルで計算したところ，



































































CO2 Reduction System by the Huge Forest Fires Control for Global Warming Problem[The 25th





1）　CO2 reduction System by the Huge Forest Fires Control for Global Warming Problem. [The 25th 
Anniversary Meeting of APAM, (2017)]
　　Jun-ichi Kudoh, Masanao Ito, Nikolay V. Semin, Sergey I. Mukhin, Dmitry V. Ershov
2）　Modeling the polymorphic transformations in amorphous solid ice. [Journal of Alloys and 
Compounds, 707, (2017), 108-113]（査読あり）
Rodion V. Belosludov, Kirill V. Gets, Oleg S. Subbotin, Ravil K. Zhdanov, Yulia Yu. Bozhko, Vladimir
R. Belosludov, Jun-ichi Kudoh
環境情報科学研究分野
－ 219 －
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本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
大規模森林火災の管理による二酸化炭素削減構想は、モスクワ大学とロシア科学アカデミー森林生
態生産研究センター（旧国際森林研究素）と Research on CO2 Reduction System by the Huge Forest 










の番組では「東京都心も初の夏日か “ 汚染物質 ” も迫る！」という内容の中で本データベースの画像
と私の所属氏名コメントが紹介された。また、地元ＴＶ局の東北放送は自社ホームページから本デー
タベースにリンクを張り（http://www.1260.jp/bl/tbc-weather/air_envir/）、毎日発信している。　
さらに、平成30年度科研費研究成果公開促進費 ( データベース ) に採択された。
環境情報科学研究分野
－ 220 －






















1990年〜 現在　 　 地中レーダ（GPR）の開発
1997年〜 現在　 　 合成開口レーダ（SAR）の応用
2000年〜 現在　 　 地表設置型レーダ（GB-SAR）による防災・減災技術
2002年〜 現在　 　 人道的対人地雷検知除去技術に関する研究と現場応用
2005年〜 現在　 　 バイスタティックレーダに関する研究
2008年〜 現在　 　 3DGPR（３次元地中レーダシステム）を用いた遺跡調査
2012年〜 現在　 　 アレイ型 GPR による震災復興のための社会貢献
所属学会
電子情報通信学会，The Institute of Electrical and Electronics Engineers (IEEE)，物理探査学会，日
本地熱学会，資源・素材学会，Society of Exploration Geophysicists(SEG)，Europian Association of 








IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　東京支部　支部長　2006年〜 2007年
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　AdCom member　2006年〜 2014年
電子情報通信学会　電磁界理論研究会　副委員長　2013年〜 2015年






































































活動報告.indd   223 2018/11/28   13:58:43
国際会議　主催・運営（2017年４月〜 2018年３月）








IEEE Ulrich L. Rohde Innovative Conference Paper Awards on Antenna Mea-
surements and Applications　2017年

















1）　Sensing the Past. [Springer, (2017) ５月 ]
　　Masini, Nicola, Soldovieri, Francesco (Eds.)
研究論文（2017年４月〜 2018年３月）
1）　Dual sensor technology of landmine clearance and its applications to survey in natural disaster. 
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2）　マルチスタティク GPR やくもによる舗装体内部損傷の検査．［信学技報 ICTSSL2017-13, 117 
(67), (2017), 63-68］（査読あり）
　　佐藤　源之，鄒　立龍
3）　舗装体表面変位の干渉レーダによるモニタリング．[IEICE technical report, 117 (67), (2017), 45-
50]（査読あり）
　　佐藤　源之
4）　CUDA を利用した圧縮センシングによる３次元イメージの実時間再構成．[IEICE Technical 
Report, 117 (74), (2017), 19-24]（査読あり）
　　ヤコブ　チェルニャク、佐藤　源之
5）　GPR Archaeological Survey for Preservation of Cultural Heritages. [IEEE Xplore, (2017)]（査読あ
り）
　　佐藤　源之
6）　Recent Activities on Archaeological Survey by GPR. [IEICE Technical Report, 117 (222), (2017), 
89-94]（査読あり）
　　佐藤　源之
7）　空港における電波を利用した舗装体モニタリングについて．［信学技報 , PEM, (2017)］（査読あ
り）
　　佐藤　源之，鄒　立龍，菊田和孝
8）　GPR for Archaeological Survey. [CONFERENCIA DE DIFUSIÓN DE INVESTIGACIÓN Workshop on 
the foundations of GPR system and applications 13th October 2017, (2017)] （査読あり）
　　佐藤　源之
9）　Delineation of Tsunami Deposites by an Array GPR System "Yakumo". [IEICE Technical Report, 
(2017)] （査読あり）
　　佐藤　源之
10）  Acoustic wave transducers as Ground Penetrating RADAR cooperative targets for sensing 
applications. [IEICE Technical Report, 117 (222), (2017)] （査読あり）
　　佐藤　源之
11）  A Practical Approach for High-resolution Pavement Inspection with Multistatic Array GPR 
YAKUMO. [IEICE Technical Report, 117 (222), (2017), 49-54] （査読あり）
　　佐藤　源之
12）  ミモ地中レーダ「やくも」を利用したペーブメントの非破壊検査．[IEICE Technical Report, 117 
(222), (2017), 55-60] （査読あり）
　　佐藤　源之
13）  Application for GPR Survey to Faults in Mogod Earthquake in Central Mongolia. [IEICE Technical 
Report, 117 (222), (2017), 11-16] （査読あり）
　　佐藤　源之
14）  青森湾西岸断層帯における極浅部層構造の GPR による解釈．［信学技報 , 117 (222), (2017), 17-
22］（査読あり）
　　藤澤　一樹、佐藤　源之
15）  建造物非破壊検査センサーの研究開発 ( 第七報 ) 〜木造家屋壁モデル内部の3D 映像化実証試験．
［信学技報 , 117 (222), (2017), 33-38］（査読あり）
資源環境科学研究分野
－ 225 －
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　　森　康成・ 弓井孝佳・ 浅野有美・ 土井恭二・ クリスティアンコヤマ・ 飯塚　泰・ 高橋一徳・ 佐
藤源之
16）  GPR for Nondestructive Pavement Inspection. [Proc. Piers 2018, (2017)] （査読あり）
　　佐藤　源之
17）  2-D and 3-D Near Range SAR Imaging. [IEEE CAMA 2018, (2017)] （査読あり）
　　佐藤　源之
18）  Software defined radio implementation of passive. [620th URSI-F Report, (2017)] （査読あり）
　　佐藤　源之
19）  金属探知機に対する土壌の影響と地雷探知性能の評価．［電子情報通信学会論文誌 C, J100-C (12), 
(2017), 589-596］（査読あり）
　　高橋　一徳、佐藤　源之
20）  Calibration Method for Multi Static Linear Array Radar with One Dimensional Array Antenna 
Arranged in Staggered Manner. [IEICE Transactions on Electronics, E101.C (1), (2018), 26-34] （査
読あり）
　　佐藤　源之
21）  Modified Bayesian algorithm implemented in compressive sensing applied to spatially sampled 
GPR measurement under high clutter conditions. [Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE, 9 
(1), (2018), 121-136] （査読あり）
　　佐藤　源之
22）  機械系における電磁気学教育の実践．［電子情報通信学会2018 総合大会講演論文集, (2018)］（査
読あり）
　　佐藤　源之
23）  人道的地雷除去のためのデュアルセンサ ALIS．［電子情報通信学会2018 総合大会講演論文集 , 
(2018)］（査読あり）
　　佐藤　源之









































⑴　2017年６月１日　電子情報通信学会　喜安善市賞 Riafeni Karlina and Motoyuki Sato「Model-
based compressive sensing applied to landmine detection by GPR」（IEICE Transactions on 
Electronics Vol. E99.C (2016) No. 1 pp. 44-51掲載）
⑵　2018年３月　第43回リモートセンシングシンポジウムにおいて IEEE GRSS Japan Chapter より
GRSS-Japan 若手奨励賞
Low- cost passive bistatic radar system for moving target detection, Weike Feng, Jean-Michel 
Friedt, Kazutaka Kikuta, and Motoyuki Sato
⑶　2018年３月　電子情報通信学会 【2017年 安全・安心な生活と ICT 研究会 優秀研究賞】
「Pavement Surface Deformation Monitoring by Radar Interferometry Technique」Lilong Zou・
Motoyuki Sato（2017年５月 第１回 安全・安心な生活と ICT 研究会にて発表）
⑷　2018年３月　電子情報通信学会 SANE 研　若手奨励賞
アレイ型地中レーダ ” やくも ” による高精度舗装体検査手法 (A Practical Approach for High-
資源環境科学研究分野
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resolution Pavement Inspection with Multistatic Array GPR YAKUMO)、易利 ( 産総研 )・鄒立龍・
佐藤源之（東北大）
このうち、喜安善市賞受賞の概要は次の通りである。
2017年６月１日に開催された電子情報通信学会 (IEICE) 総会において、Riafeni Karlina （論文執
筆時環境科学研究科大学院学生）and Motoyuki Sato による論文 Model-based compressive sensing 




































2017年〜 現在　 　 地中レーダ位置認識システムの開発








1）　Direction-of-Arrival Estimation of Ultra-Wideband Signals in Narrowband Interference 
Environment Based on Power Inversion and Complex-Valued Neural Networks. [Neural 
Processing Letters, (2017)]（査読あり）
　　菊田　和孝
2）　A Metamaterial Antenna with Programmable Spatial and Transient Radiation Beams by Using 
Monolithically Integrated RF-MEMS Switches. [IEEJ Transactions on Sensors and Micromachines, 
138, (2018), 106-111]（査読あり）
　　Luo Yong, Kikuta Kazutaka, Takahashi Takuya, Hirose Akira, Toshiyoshi Hiroshi
資源環境科学研究分野
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本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
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 鄒　　立龍　　Lilong Zou　　  Assistant professor
Birth：25/01/1988
Division of Geoscience and Remote Sensing, Center for Northeast Asian studies, Tohoku University
EDUCATIONAL BACKGROUND
2013.4 〜 2016.3　Graduate School of Environmental Studies, Tohoku University, Sendai, Japan  
(Ph.D.)
2009.9 〜 2012.6　College of Geo-Exploration Science and Technology, Jilin University, Changchun, 
China. (M.E.)
2005.9 〜 2009.6　College of Geo-Exploration Science and Technology, Jilin University, Changchun, 
China. (B.E.)
PROFESSIONAL EXPERIENCE 
2016.4 〜　“Monitoring by using Ground-Based Synthetic Aperture Radar and Array-type Ground 
Penetrating Radar” supported by Cross-ministerial Strategic Promotion Program (SIP) 








Interferometry; GB-SAR; MIMO Radar; Near filed radar imaging
Publish paper
[1] Li Yi, Lilong Zou, Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato, “High-Resolution Velocity Analysis Method 
Using the ℓ -1 Norm Regularized Least-Squares Method for Pavement Inspection,”  IEEE Journal 
of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing,  vol.99, pp:1-12, January 
2018. 
Conference
[2] Motoyuki Sato, Lilong Zou and Kazutaka Kikuta, “Landslide monitoring by GB-SAR at Tateno 
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[3] 佐藤源之 , 鄒立龍 , 電波科学による防災・減災技術．［電子情報通信学会総合大会講演予稿集 , 
2017, BI-3-1.
[4] Li Yi, Lilong Zou, Motoyuki Sato, “A Practical Approach for High-resolution Pavement Inspection 
with Multi-static Array GPR YAKUMO”. IEICE technical report, vol. 117, no. 222, pp: 49-54, 
2017.（査読あり）
[5] Lilong Zou, Motoyuki Sato, “Nondestructive Inspection of Pavement by MIMO GPR “YAKUMO””. 
IEICE technical report, vol. 117, no. 222, pp: 55-60, 2017. （査読あり）
[6] Motoyuki Sato, Lilong Zou, Kazutaka Kikuta, “Monitoring of pavement at airports by means of the 
electromagnetic wave” Workshop on Photonics Applied to Electromagnetic Measurements
[7] Motoyuki Sato, Lilong Zou, “Inspection of the pavement by Multi-static GPR “Yakumo”. 
ICTSSL2017-10, vol. 117, no. 67, pp.63-68, 2017.
[8] Lilong Zou, Motoyuki Sato, “Pavement Surface Deformation Monitoring by Radar Interferometry 
Technique”. ICTSSL2017-10, vol. 117, no. 67, pp. 45-50, 2017.
[9] Lilong Zou, Motoyuki Sato, “An Advanced algorithm for surface deformation monitoring of an 
airport taxiway by GB-SAR”. IEICE technical report, vol.116, no.387, pp: 109-114, 2017.
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
(1)　GB-SAR
In this year, we present an advanced technique which uses radar interferometry which computes 
the differential phase changes radar echoes to monitor the deformation of the pavement surface. 
We describe a method using real aperture radar (RAR) to monitor the pavement of the normal 
road. From the radar profile, we could easily distinguish the moving car. In addition, using the 
Radon transform and interferometry technique, the deformation of the road surface after heavy 
truck could be observed[9]. The GB-SAR interferometry technique could monitor very precise and 
small displacement of the targets with 0.18mm accuracy. The proposed approach has been applied 
to monitoring a taxiway in Haneda Airport. Based on this technique, we could clearly observe the 
movement of the building that generated by the heat-expansion and cold-contraction. The results 
provided by this technique also clearly showed that the taxiway would be deformed after airplanes 
are passed. Moreover, we could observe the longtime vibration of the taxiway surface. Compared with 
the deformation from the defects or anomalies area and sounding area, we could conclude that the 
deformation of the anomalous area is much unstable and random [8]. 
(2)　GPR
In this year, we are conducting the monitoring of pavement at Haneda International airport under 
the support of SIP project, and demonstrated that “Yakumo” can detect anomalies in the pavement by 
observing non-horizontal structure which can be found in the GPR profiles, and the detected anomaly 
locations agreed well with the sites detected by conventional acoustic sounding inspections. By coring 
the samples at the anomalous sites, we could confirm that there was a gap between the laminated 
pavement layers [1] [5].
資源環境科学研究分野
－ 232 －

































































Practical use of night soil in Japan : The Osaka area history in 1764-1912[From Night Soil to 
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究動向において後者の要因が強いことを主張した。
上記の研究とともに、歴史資料をよく知り、そして学ぶという教育的展開も重要である。今年度で






























2012年〜 現在　 　 東北大学東北アジア研究センター　助教




2000年〜 現在　 　 日本近世史の研究に従事


































































































































































































































The Political Role of the People’s Court in Authoritarian Regime Resilience in China[IPSAS Lecture 
Series (Institute of Political Science at Academia Sinica)]
（2017年11月１日〜 2017年11月１日）口頭（一般）
“Rule of Law” in Authoritarianism: the Chinese Communist Party’s Leadership and the Revision of the
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専属教員以外の研究者の研究活動
（2017）



















































Tanaka, T. “Designing Ethio-Tabi Work Footwear: Key Lessons from Collaborative Fieldwork between 
Researchers, Shoemakers, and Farmers in Ethiopia” Oral Presentation, 2nd Collaborative 
Symposium for Early Career Researchers -Thinking across Boundaries: The Fluidity of Asia, 
Africa and Beyond, SOAS (The School of Oriental and African Studies) Senate House S320, United 































Sunhee Lee、Hélène LE BAIL 訳　"Rôle social et vulnérabilité des migrantes par le mariage dans la 












Sunhee Lee, “Resilience and reconstruction gaps of migrant women in the Great East Japan 
Earthquake” 、世界防災フォーラム／防災ダボス会議＠仙台2017、2017年11月25日、日本
Uekusa, S. & Lee, S “Strategic Invisibilization and Hypervisivility among Tohoku Marriage Migrant 












Contact zone，京都大学大学院人間・環境学研究科 文化人類学分野，Vol9., 304-330．
大石侑香．2018．西シベリア森林地帯における淡水漁撈とトナカイ牧畜の環境利用 . 高倉浩樹編 . 寒
冷アジアの文化生態史 . 古今書院，pp. 70-91． 
論文（査読無し）
Юка Ойши 2017 Современные поселения на озере Нумто, сборника докладов Всероссийского форума 
музейного искусства «VII Югорская полевая музейная биеннале», «Ханты-Мансийск: Музей 




Yuka Oishi. 2018. Disappearing White Fish and Remaining Black Fish in the Lower Ob’ River and Its 
Tributaries: Conflict over the Use of Fish Resources between Indigenous People and Non-locals. 
Veli-Pekka Tynkkynen, Shinichiro Tabata, Daria Gritsenko, Masanori Goto (ed.) Russia's Far North: 
The Contested Energy Frontier. Routledge, 2018年３月９日 . pp. 173-188.
学会発表
Yuka Oishi. 2017. Fishing-Pastoralism Theory. International Congress of Arctic Social Science Ⅸ
(ICASS Ⅸ ), 2017年６月９日，ウメオ市ウメオ大学．（ポスター発表）
Yuka Oishi. 2017. Subsistence Complex and the Environmental Use of Khanty in Western Siberia: 
Crossing the boundary between fishing and reindeer pastoralism. The 2nd Collaborative 
Symposium for Early Career Researchers, Thinking across Boundaries: The Fluidity of Asia, Africa 




Yuka Oishi. 2018. Why do Khanty Choose to Wear Fur?: Fur-Wearing Culture and Use of Wild/
Domesticated Animals. ISAR-5, 2018年1月16日，東京都一橋講堂．（口頭発表）
Yuka Oishi. 2018. Safety net which pensioners and motorboats set: an ethnographic point of view to 
the problem of fishing restriction in Synia River of Western Siberia. Japan-Russian Workshop: 
New Trends of Ecological-Environmental Anthropology of Northeast Asia,  2018年３月９日，仙
台市東北大学．（口頭発表）．
－ 253 －





その他 【国内会議主催・運営 】 





北海道立北方民族博物館友の会・機関紙「Arctic Circle」, Vol. 105., 4-9． 
大石侑香．2017-2018．シベリアの大地で暮らす人々に魅せられて：文化人類学のフィールドワー







Takehiko Inoue, "Desiring for the Sacred Places: Research on the Buddhist Practice in Kalmykia," 
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日本・朝鮮半島研究分野
デレーニ　アリーン　Delaney Alyne（外国人研究員） 
〔Caltural Anthropology, Japanese ethnography, coastal cultures〕
Book
Magole, L. and A. Delaney (eds). 2017. Partnerships and Power Games: Natural Resources Governance 
and Management in the Okavango Delta. Lit. Verlag Münster.  240 pp.
This edited volume is about partnerships and power games in natural resources management 
as stakeholders compete over environmental goods and services in the Okavango Delta. The 
Okavango Delta Management Plan development process-the main arena for negotiating stakes 
in and access to the Okavango Delta land and water resources-is a battlefield for partnerships 
and power games. In other natural resource management side events, mini platforms have 
been created and partnerships formed to negotiate stakes and claim authority and rights over 
resources. Those with political and economic power and knowledge stand a better chance to 
win power games, resulting in the 'survival of the most resourced.' This book suggests that the 
defragmentation of natural resource management through integration at all scales will spread 
resources and facilitate equity and benefit sharing.
Article
Delaney, A.E. & Hadjimichael, M. 2017. “Forming perceptions and the limits to public participation 
on ocean commons: evidence from a citizens jury workshop.” International Journal of the Commons. 
11(1).
This article presents data from a citizens jury-inspired deliberative workshop held to tease out 
stakeholder views of management priorities for a section of the North Sea: the Dogger Bank. As 
this article reveals, the lessons learned from the Dogger Bank workshop advocate not simply 
what is required for managing one particular ocean commons, but also highlight some of the 
public participation research design failings, taking public participation in resource management 
further by adding to the literature and theoretical discussions on the public sphere.
DELANEY Alyne Elizabeth, 2017 "Waves of Change: Adaptation and Innovation among Japanese 
Fisheries Cooperative Members in the post-3.11 era" 東北アジア研究 21, 111-129. URL http://hdl.
handle.net/10097/00105271
Book Chapters
Delaney, A. and Yagi, N., 2017. “Implementing the Small-Scale Fisheries Guidelines: Lessons from 
Japan.” In The Small-Scale Fisheries Guidelines (pp. 313-332). Springer Press.
This chapter provides a brief overview of the history of Japanese coastal fisheries, with a special 
emphasis on community-based management styles and how these sustain both cultural and 
environmental resources. The current challenges of Japanese coastal fisheries are also discussed, 
highlighting both lessons learned and potential challenges ahead for other nations as they work 
toward implementation of the Small-scale fisheries Guidelines.
－ 255 －
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Snyder, H.T., Jacobsen, R.B. and A. Delaney, 2017. “Pernicious Harmony: Greenland and the Small-
Scale Fisheries Guidelines.” In The Small-Scale Fisheries Guidelines (pp. 95-114). Springer.
Greenland has a track record of implementing progressive human rights policy. Yet implementing 
the SSF Guidelines requires reconciling competitiveness among Greenland’s fisheries. By 
highlighting blind spots in Greenland’s small-scale fisheries governance and management, we 
anticipate our study will help serve as a starting point for re-harmonizing Greenland’s small-scale 
fisheries policy design together with local, national and international objectives
Delaney, A. and L. Magole, 2017. “Partnerships and the Strategy to ‘Stop’ Power Games in Okavango 
Delta Natural Resource Management and Governance.” In Partnerships and Power Games: 
Natural Resources Governance and Management in the Okavango Delta, 4, p.197.
Magole, L. and Delaney, A., 2017. “Successes and Challenges of an Integrated Natural Resource 
Management Strategy in the Okavango Delta Ramsar Site.” in Partnerships and Power Games: 
Natural Resources Governance and Management in the Okavango Delta.
〒980-8576　仙台市青葉区川内41
TEL / 022-795-6009　FAX / 022-795-6010
東北大学東北アジア研究センター
センター長・高倉浩樹
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